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表紙のことば

この建物は、日本生命保険株式会社九州支底とし

て、辰野金吾・片岡安両氏の設計により明治42年2
月に竣工したものである。

小規模の建物であるが、屋根の形、壁面は変化に

富み、装飾性が強〈、化粧の煉瓦、石材は英国より

の輪入と伝えており、赤、煉瓦の壁面に白い石材で償

縞を何段も入れた外装は19世紀末頃英国で流行した

形式である。

明治末期における本格的な煉瓦造り洋風建築とし

て、建造当時の形態風姿がよく保存されているとこ

ろから、昭和44年3月重要文化財に指定された。

その後、日本生命保険相互会社から福岡市が譲り

受け、保存のための修復を加えるとともに一部改装

を行ない、歴史資料館としてこのたびー般に公開さ

れる運びとな った。

この資料館は縄文、弥生、古漬、大宰11干とi1rJ~~~館、

対外貿易 (磁器)、郷土の先学の業績の 6つのコー

ナーよりなるが、特にわが国古代文flfjの昭光期に先

鞭をつけた弥生時代の展示に力がそ 、がれている。

また福岡市の歴史が全体的に理解できるよう各種遺

跡を電動で表示1る遺跡、分布模型やスライドスクリ

ンを設置した。



かんのオ:的容のこ〈おう

国宝「漢委奴国王」の金印

今から 2，000年ほどむかし、今の福岡地方K

「奴の国Jと呼ばれる原始小国家がありまし

た。 ζ の「奴の国」の使者が、はるばる玄界

灘を乗りきって大陸(当時後漢の国 )VC渡り

時の星席(光武亭)から「印綬」をもらった

という乙とですが、 ζ の乙とは中国の歴史書

「後書集委」のK次のよう K書いてあります。

「建武中元二年倭奴国奉貢朝賀使人自称大夫

倭国乏極南界也光武賜以印綬・・…・」

ζの「印綬」が 1784年(天明 4年 )VC志賀

島の西海岸で偶然発掘された国玉「金印」で

あります。
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第21回福岡県公民館大会の開催にあたって

福 岡県 公民館連合会長青 山 了

ζの大会も、 21回目を迎えようやく成人の仲間I/>tをいたしました.

との問、さまざま左困難をのりとえて、今日の公民館を築いてとられまし

た先輩諸兄の、情熱と熱意K深く敬意を表しますとともに、日頃それぞれの

地域で、悪条件にもめげず、公民館の理想を求め左がら、ど精進されていま

す、皆さんのど労苦K心から感謝申しあげます@

しかしながら、公民館関係者の ζのようなど努力Kもかかわらず、最近の

急速な地域社会の変容と生活構造の変化は、公民館をめぐる社会的条件を著

しく変質させてなり、ふたたび、公民館の存在理由が問われてきてなります。

私たちは、意を新た十亡して、公民館のなかれている現状を客観的Kみつめ、

20余年の歴史の中でつみ重ねられた公民館の理念と実態のうえに激動の社

会を先導する新しい公民館を創造してゆく、研究と努力が、今まで以上K必

要であり、また要請されてきてなります。

本月の大会は、とれらのととをふまえて 「住民の生活Kとって、公民館は

どん在意味があるか」という視点から、住民の諸要求K応え、人間性の伸長

と、新しい地域社会づくりのためK、公民館は、今日何を左すべきかを、現

状Kてらして明らかにし、「いつでも ・どζでも ・どζまでも」地域住民の

願いを支えるととのできる、公的教育機関として、新生する契機と念るとと

を顧い開催するものであります。

大会テーマにかかげています「生活K根ざす公民館の創造と前進」は、本

大会の命題でもあり、第 24回九州公民館大会の中心テーマでもあPます。

本日の成果を、九州各県の同志とともK、さらK深めてゆきたいと願つて

なります.

最後K、との大会が、実りある大会に終始いたしまナょう皆さんの積極的

参加を念願いします.
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第 21回県公民館大会

基調提案

乙の大会も、今年で 21回目を迎えました。

例年の大会では、 2日の日程で開催していましたが、本年度第 24回九州公民館大会を主催するようにな

りました関係から、今固に限り 1日大会といたしました。大会準備委員会では、 1日大会をより意義あるも

のにするために会議を重ね、各大会でのあり方を検討しました結果、今までの大会の主役が、どちらかとい

えば公民館の当事者K傾斜していたとの反省から、公民館を利用している住民の方がたを主役とし、公民館

tζ対する批判、意見、提言を中心IL大会のプログラムを編成いたしました。そして ζの人びとの忌蝉のない

声を公民館の自己反省の糧とし住民の側Kたつ公民館の本質的あり方を大会の中で明らかにしていきたいと

蹴っております。

そ乙で、住民の側にたつ公民館のあり方を追求する素材として、基調となる三つのことを提案いたします。

(基調提案 )

1 公民館は私たちにとって必要伝のかどうか。

公民館は戦後、民主主義を基調とする国民文化再建の拠点として精想された。青空公民館から発足し

た公民館も独立館をもち、なかには‘ 鉄筋コンクリ ー トの堂々とした公民館が建設されている。近々 20 

数年の閥に鴛くべき発展をとげたといえる。

ζれは、不十分とはいいとEがらも、行政的指導が講じられた ζ とと 、乙の衝に当る人びとの熱意に負

うと乙ろが多いとしても 、最大の要因は、地減IL必要とされ期待されたという著書実によるものである。

とζ ろが今日、川を渡るために僑が必要であると同じよう K、公民館が必要であるかどうか問題とさ

れてきている。

震近のよう ILマスコ Eが発達し 、学習する意欲があれば、どんなところにおいても 、自由』ζ学習でき

る状態の中で、余り魅力もない学習施設を利用する必要は殆んどなL、。とくに、公民館以外に、より以

上の専門施設が次第に増えてきている現状では、その必要もなく、また、なんでも屋の公民館の事業には

住民の関心は著しく弱まってきている。

ζのような情況の中で、それでも公民館は住民にとって、かけがえのない施設であるという必要性は

何であろうか? その独自性はなんであろうかを検討する必要がある。

2. 住民の生活iζ根ざす公民館とは何か。

公民館は、住民の身近なところにあって、住民の日常生活の中で生起する生活課題を住民自らが、自

主的IL解決していこうと する活動K対して、公民館がもっているすべての機能を提供し、いつでも、ど

乙でも 、ど乙までも支えていく ζ とがその本質である。

乙の考え方は公民館発績のときから今固まで公民館の底流に脈々と息づいている理念である。

しかし現実には、 行政との関連で住民の教育機関としての独自性が乏しかったり、戦前の通俗教育の

域をでない学習がつづけられているところもある。

いま一度、公民館と地主義住民とのかかわり K目をu'け「住民にとって公民館は何であったのか」を問
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いなおし、

住民のための公民館活動

住民による公民館参加のあり方

などについて具体的なとりくみを明らかtとすることが必要である。

8 施設による教育とは何か。

戦後における公民館活動は、故宇佐川先生が指摘されているように 「公民館という名の施設の活動で

はなくして、公民館という名のもとに行なわれた社会教育活動」であった。

現在でも、施設による教育の問題はまだ議論の段階で、ひとつの流れを形成するまでにはいたってい

ない。とくに公民館は他の社会教育施設である図書館、得物館のように専門施設でなく、総合性を特徴

としているだけに施設による教育の考え方は非常に弱くあいまいである。施設は、ひとびとに自己教育

への意欲を刺激し、または援助し、施設を利用する ζ とによって、ひとびとが交流を深め、その輸をひ

ろげ、コミュニティ形成へと発展するように援助する役割をもっている。そのために施設は場所を提供

し、事業を提供し情報を提供するというのが原則的な考え方である。

公民館が現在行っている事業を乙の原則の上にたって検討し、住民の自己教育、積極的社会参加を促

すための活動は伺かを明らかにし、施設による教育の確立が考えられなければならない。

本大会のテー?を「住民の生活IL根ぎす公民館の創造と前進」としましたのは、以上かかげた三つの提案

を集約したものであります。乙の大会テ ーマは、ひきつづいて行なわれる第 24回公民館大会にひきつぎ、

九州各県の人びととともに、さらに深めていくよう Iとしています。

この大会IL参加される皆さんが、三つの提案をふまえ、それぞれの立場から十分K意見をおだしいただき

みんなの大会として終始するよう期待いたします。
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l 大会の趣旨

第 21回福岡県公民館大会開催要項

ー第 24回九州公民館大会を成功させようー

O 公民館は、地減住民の日常的学習要求にこたえ、ひとりひとりの人間性伸長のために、その役割を果

たしてきたであろうか。

O 公民館は、新しい地続づくりのために、その役割を果たしてきたであろうか。

O 公民館は、生涯教育の中心的社会教育施設として、その体制JをE整備してきたであろうか。

乙の大会は、乙れらの乙とをふまえ、生活K根ぎす住民の教育要求を、 rc、つでも ・ど乙でも・ど乙ま

でも」支える公民館の理念と新しいあり方を考え、今後、公民館が果すべき役割と使命を明らかにしよう

とするものである。

さらに ζの成果をきたるべき第 24回九州公民館大会に結集し、乙れからの公民館活動への飛躍を期す

ものである。

2 大会テー マ

「生活K綬ざす公民館活動の創造と前進」

3 主催

福岡県公民館連合会、福岡県教育委員会、福岡市教育委員会、筑紫野市 ・春日市 ・大野城市各教育委員

会、筑紫 ・早良部・粕屋書11・宗像郡各社会教育復興会、糸島郡社会教育連絡協議会

4 後援

宿岡県、福岡県市町会、福岡県町村会、信阿県市議会議長会、福岡県町村議会議長会、福岡県市町村教

育委員会連絡協議会、福岡県社会教育委員協絡協議会、福岡県青少年問題協議会、福岡県視聴覚教育協会

福岡県新生活運動協議会、福岡県体力づくり推進飽議会、福岡県母と子の読書推進協議会、福閲県父母教

師会連絡協議会、福岡市小 ・中学校父母教師会連絡協議会、福岡県都市婦人会連絡協議会、信関市校区婦

人会連絡協議会、信岡県青年団協議会、福悶県子ども会連合会、福閲県老人クラ ブ連合会、福岡県社会福

祉協議会、信岡県明るく正しい選挙推進協議会、信岡県貯蓄推進委員会、福岡県農協中央会

5 協 賛

NHK 、RKB毎日、 TNC、KBC、FBS、朝日新聞社、毎日新聞社、読売新聞社、西日本新聞社

夕刊フク ニチ新聞社

6 期日

昭和48年 5月30日(水曜日)

7 会 場

信岡市立少年文化会館ホール(福間市中央区舞鶴2丁目 5 TEL(77)-8861) 

8 参加者

・公民館職員(公民館長、公民館主事、事務関係職員)

・地方行政関係者(市町村長、文教関係委員、教育委員、教育長、社会教育関係職員)

・社会教育委員、公民館運営審議会委員
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- 公民館利用者 (社会教育関係団体、公民館学級 ・講座出席者、グループ、サー クル、その他)

・町内公民館等関係者

9 日 干呈

9:00-10:00 

10:00-10:30 

1 0・30-11:00

11:00-12:30 

13:15-14:50 

14:50-15:35 

15:35-15:45 

受 付

大会式典

閉会の ζ とば

主催者あいさつ

来賓祝辞

祝電披露

日程説明

表彰式

意見発表

シンポジュ ーム

全体討議 ・宣言決議

閉会式

信岡県公民館連合会事務局長

大 和 正巳

福岡県公民館連合会々長

青 山 了

福岡県教育委員会教育長

森田 賓

福岡市教育委員会教育長

正木 利 輔

光

馬

事

井

藤

知

長

県

亀

市

進

岡

岡

福

福

「公民館に対する私の意見」

「生活Ii:栂ざす住民の教育要求にこた えるため、

公民館はどのような役割jを果すべき か」
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番号 市部名 氏 名 所 属 役職名 在職期間

お のひで 相 自 32 4 

1 小野英夫 福岡市平尾公民館 館 長 至 48. 4. 1 
( 1 6 ) 

ζ じまさん じ 自 35. 4. 1 
2 福岡市 小島 三司 福岡市原公民館 館 長 歪 48. 4. 1 

(13 ) 

とみしげよしろう 自 36. 5， 1 
3 富重淑郎 福岡市西高官公民館 館 長 至 48 4， 1 (1 2 ) 

Eう ぐちみちゆき 34. 6. 7 
4 大牟田市 高口道之 大牟田市中央公民館 主 査 39. 8.29 

42. 8.31 
43. 8. 10 
48. 4. 1 ( 10) 

とだにぎえもん
自 38 4. 1 

5 戸 田仁左衛門 清水公民 館 館 長
至 48. 4. 1 ( 1 0 ) 

6 北九州市
た高が し島ま し七ら ろ郎う 若松区

館 長
自 39 4 

第 23区公民館 歪 48 4 ( 9) 

7 
有あり ま松つ fこ毅げし

小森公民 館 館 長
自 31. 4. 1 
至 46 3.3 1 ( 15 ) 

しらひょうかん じ

言至

42. 3 
8 田川市 七俵箆 治 見立公民館 館 長 44. 4. 

48. 4. 1 ( 6) 

たかまっせい C 自 38 4 1 
9 八女市 高 松精吾 八女市公民館 運営審議会委員 至 48 4. 1 ( 1 0 ) 

あづま もと より
自 41 6. 1 

10 直万市 東 源 喜 直方市中央公民館 運営審議会委員
至 48 4. 1 ( 6) 

むらかみきみえ
自 28 4. 1 

11 大川市 村上公江 大川市公民館 主 事
至 48 4 1 (20) 

あん どう さとる 自 37. 5. 1 
12 行僑市 安藤 悟 行僑市中央公民館 館 長 至 48 4 1 ( 1 1 ) 

とり ゃ い苛Zちろう
自 38 4 l 

13 豊前市 鳥谷一八郎 角田公民館 主 事
至 48. 4 1 ( 1 0 ) 

めきよしひE じ
自 29 4. 1 
言至 35. 3.3 1 14 中間市 秋吉彦治 美子町公民館 館 長 42. 4. 1 

48. 4. 1 ( 1 2 ) 

－ 6 －



表 彰 の 事 由

昭 32年平尾公民館長K就任以来、着実な努力を重ね同 36年Ii::は公民館舎建設を実現し、施設を拠点に地
域住民個々のニードを生かしたクラブ活動を展開した。さらに家庭教育学級の継続開設によって成人教育のあ

り方を地械1<::ひろげた。

原公民館区は近年急速に発展した地域にもかかわらず、昭和 35年 4月公民館長K就任以来多彩な学級講座

の開設や連絡調整を通して、大きく変ばうして行く地域社会の現状に即した公民館事業の性格を明らかにして
その経営の方向を示唆した功績は大き L、。

昭和 36年 5月西高官公民館長に就任以来、鋭意公民館経営の確立に努力を重ねた。ζ と1<::1 1年の長きに |

わたり少年剣道教室の開設、体育大会等の実施を通して青少年の健全育成K力を注ぎ地域ぐるみの社会教育活

動体制を鎮成した。

視聴覚教育の推進K努め、昭和 44年度視聴覚教育賞、社会教青部門全国展優秀賞を獲得、その中心的役割
を果した。全国公民館連合会第 3回ヨーロッパ視察団員に選ばれ、それを基に成人、青少年教育等に努め、大

牟田市公民館の発展K寄与し、県の優良公民館リストアップの実績っくりに貢献した。

単位公民館類似施設の館長として鋭意公民館活動の充実を促進するとともに小倉区の類似公民館連合会長と
して、永年地域社会の発展に尽力した功績が著しL、。

公民館長ならびに第 23区自治会長として地域諸団体および住民との結びつきもよく積極的に事業にとりく

みその人格識見ともにすぐれ、地峨住民の信望も厚〈、その業績は高く評価されている。

過去 15年間、公民館長として地域の活動に寄与した功績は大きく、現在もなお相談役として、公民館の運
営、地域の発展K努めている。

高い識見と経験によって公民館活動を推進、田川市公民館活動の発展K寄与した功績は大きく、市民より 高
く評価されている。

終始一貫、公民館運営審議会委員として服務、その目的遂行に務めた。

2. 体育スポーツを公民館活動の重要な分野K位置づけ今日の市社会体育の発展K尽した。

3. 文化財保存にあたり、民間ペースですすめる基砲確立につとめた。

長年にわたり 、公民館娠輿に寄与し、その功績はきわめて顕著である。

昭和 28年、本市の公民館活動家明期花、公民館事務職員として地道な業務を誠実に遂行し、厳来 20余年

公民館活動における蔭の推進者として、今日までその業績は関係者の高〈評価しているところである。

婦人・老人・家庭教育学級等を開設し、学習や団体活動を通して、近代的伝市民づくりや環境づくり、地域

住民の文化の向上K多大の成果を収め、また、子ども会育成連絡協議会の再組織、老人クラブの結成等にも尽
した功績も大郎、。

昭和 38年、豊前市中央公民館長就任以来、公民館事業の進展tζ尽粋し、その閥、短公連理事、評議員の職
iとある乙と 9ヶ年、その功績は誠に顕著である。

昭和 29年、町内公民館の設立花尽力、初代館長として 6年間、その運営K貢献、 更K市の同和行政が進む

と、 42年より再度館長として地区内の和をはかるために努めた。ま た、青少年の非行防止、老人会の発展K
も大い1<::寄与した。
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番号 市君s名 氏 名 所 属 役職名 在職期間

かわさき みき E 自 38. 4.15 
15 春日市 川 崎 美喜子 春日市公民館 主 事 至 48. 4. 1 

(10) 

ふじのとしみ 運営審議会
自 30. 4. 1 

16 筑紫都 藤野利美 那珂川町公民館
至 32. 3.31 

委員長 自 36. 4. 1 
至 4O. 3.31 
自 42. 4 1 
至 48.4 1 (12) 

たきぐちたかゆき 自 36. 4. 1 
17 宗像郡 滝口隆之 宗像町公民館 館 長 至 48. 4. 1 

(12 ) 

みやがわけい ζ 自 35. 4. 1 
18 鞍手君s 宮 川 敬 子 鞍手町公民館 公民館主事 至 48. 4. 1 

(13 ) 

ふじ いとしつf 運営審議会委員 自 4O. 4. 1 
19 嘉穂郡 藤井敏嗣 稲築 町 公民館 至 48. 4. 1 

(非常勤講師) ( 8) 

しもむら き 由 自 42. 4. 1 
20 朝倉 吉s 下 村 キ ヌ 夜須町公民館 運営審議会委員 歪 48.4. 1 

( 6) 

はら ぐら ち え 自 31.12. 1
21 三井郡 原口千恵 北野町公民館 公民館主事 至 48. 4. 1 

( 16 ) 

きかL、 てつぞう 古町部落公民館 館 長 自 30.4. 1 
22 三 瀦 郡 理主 鉄 蔵

(雲営審議官)
至 48.4. 1 

(域島町公民館) (18 ) 

自 27.1. 3 1 
ウつみ ひろ き

至 29.3.31 
23 八女郡 堤 浩基 黒 木 町 公民館 公民館主事

自 39.2.21 
至 48.4. 1 ( 11 ) 

しげまつ たけし 添田町伊原地区 館 長 自 30.4. 1 
24 田 川 書s 重松 猛 公民館

(雲営審議室)
至 48. 4. 1 

(添田町公民館) ( 18) 

し かわ ζ う 念s 自 37. 5.23 
25 築上郡 紫 川 香華 築 城町 公民館 公民館主事 至 48. 4. 1 

(10) 

t とう IAfる 浮羽町公民館 自 33.4. 1 
26 浮羽郡 後藤 茂

山春支館
支館長 至 48. 4. 1 

( 15) 
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表 彰 の 事 由

当市の婦人教育、ならびに当館図書室係として寸暇を惜しんで努力し、今日の当館の盛況の因をきずいた功

績は誠11:大である。

社会教育K対するすぐれた識見を有し、実行力に富み、特K本町南畑地区公民館の震設、専任館長の設置、

職員の充実策の促進、さらに中央公民館建築の世論の醸成と町執行部へのはたらきかけはめざましく、町長の

議会lとおける公式発表となるなど、町社会教育振興への功績は顕著である。

常K社会教育の重要性を強調され、とくに青少年教育、同和教育の積極的推進、社会体育の娠興、地区公民

館の整備充実及び中央公民館の鐙設などに貢献し、その業績は誠K顕著である。

鞍手町公民館主事として、 13年の永きにわたり婦人団体の育成、社会教育諸学級の開設発展K寄与し、地

域婦人活動を通して 、食生活、公民館結婚の改善K尽力し、顕著な成果を収めた。また、昭和 46年度からは

町同和教育研究協議会の事務局員としてその任務を積極的K推進している。

非常な熱意で町社会教育の娠輿K努力し、公民館事業の推進K民間人としては稀にみる協力者として貧重な

存在であり 、他の僕範となっている。

婦人の立場から、町民一般の食事調査、健康調査K取り組み、その結果を各種の学習の資料として提供され

町民の学習意欲の喚起を促し、また、婦人の中に同和教育を位置づけて推進するなど、その業績はきわめて顕

著である。

永年にわたり、社会教育娠興会事務局職員、公民館主事として町社会教育、とくに婦人教育、家庭教育の中

心的推進者として 、 また、適確に事務を処浬し、社会教育行政の円滑化をはかつている。更に、小書~市 ・ 三井
郡主事研究会においても 、婦人教育家庭教育の函で指導的役割jを果している。

公民館活動に対して長期間K亘り積極的K努力し、又は協力し続けており、その功績が非常に顕著であり 、

今後においても一層の貢献が期待される。

公民館主事就任以来、社会教育の推進にあたって視聴覚的方法を取り入れ、有線放送、広報誌、映画等によ
る社会教育を推進した。また、中央において青年団 ・婦人会 ・老人クラブを対象とした学級活動を手がけ幹部

養成による支部活動の発展をはかった。

1 8年間の永きにわたり、部落公民館役職員として、地域公民館活動の復興に全力を傾注して、輝かしい成

果をあげ、なお、町公民館運営審議会委員として 14年の永きにわたり町社会教育の鍍興K寄与し、その功績

はま ζ とに顕著である。

温厚篤実な性格とすぐれた指導力で住民の信望をあつめ、豊かな知識と積極的な活動により本町社会教育の

発展K尽した功績はま ζ とに顕著である。

特K町主催の体育行事、ならびに文化財関係の研究及び保護位どに積極的に努力した。

1 5年間の永き lζわたり 、山春校区支館長として、また町社会教育委員と して、社会教育娠興、 公民館活動

及び分館の育成指導K寄与された功績は顕著である。
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施 設 状 況

番号 市tl1l名 公 民 館 名 所 在 地 館長名 敷地 建物 建 築
面積 延面積

徳造
年月日

rrf d : S 29.5.2 
(市民会館

大牟田市 大牟田市 と色ぞえしゅういち と併置)

1 大牟田市
中央公民館 有明町 69-1 

友添修一 3，993 3，045 鉄筋

S 42.7.20 
(増築)

北九州市門司区

2 北九州市 萩ケ丘公民館 大里戸ノ上 3丁目 大塚兼雄 198 234 木造 S 37.3. 
8-5 

3 第24区公民館
北九州市若松区

中野円二郎 528.00 239 木造 S30.11.1 11 

赤島町4ー 16 

本tιう1;1"、 北九州市八幡区

4 〆/ 紅侮町公民館 紅侮2丁目 加藤得夫 248.85 135.28 
7-17 

5 飯塚市 上三緒分館
飯塚市上三緒

540 
西回平八郎 2ω.7 240.0 

木造

平屋
S 37.3 

6 大川市
田口校区 大川市大字北古賀

古賀八郎 380 木造
旭町分館 138番地

173 S 45.12 

7 春日市 小 倉 公民館
春日市小倉

上野照太郎 809 鉄筋
1. 0 2 0番地

303 S 43.1220 
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設 備 状 況 推 せ ん 理 由

16ミリ テープレ デ「ッサン 成人教育の各領域における活発な事業展開、青

映写機 コーダー テレピ ピアノ 蔵書 斥絵画 年学級の充実、地減活動(町内公民館活動)の

4 4 1 等石膏 助成、自主グループの育成など、常』ζ斬新な企

8 <リ 300冊 像一式 函』とより事業の進展を図っており、多大の成果

映写機 スライド vrR を収めている。

2 映写徴 l 画 架 更に、専任の地区館長、復数専任職員の配置、

OHP 12 20 放送利用等へのとり組みは他の範ととfるもので

ある。

7 イク 住宅地、団地等の地妓事情ILζ たえ当初から 、

オルガン ステレオ テレピ 設備 印刷機 茶用具 美 しい町づくりで実績をあげるとともに、青少

一式 年・婦人 ・文化 ・体育活動が、年間を通じて系

1 1 1 メガホン 2 一式 統的IL実施さ れ、地滅住民IL定着してきている
マイク 等、地域IL根ざした社会教育活動が展開されて

L 、る。

調理室 結婚式 電話 長机 調理 謄写板 石油 当館は施設、設備並びに運営がすぐれており、

用具 55 什器 ストープ 区民tζ広く利用され、公民館活動も積極的IL展
有 一式 腰 m 有 2 6 関し、効果をあげており、若松区内における僕

81 範的公民館である。

全地域住民が一致して公民館建設並びに運営に

レコード テレピ とうしゃ 対して熱心に自分のものとしてとり組んでいる。

プレ→ 印刷機 その活動がよく地妓住民の中11:浸透しており 、
」 l 1 l 他の範として、研究集会等で発表し高 く評価さ

れている。

テープ テレピ 8ミリ 野球 "レー
この地区は指導者に恵まれ、定例的な学習活動、

レコーダ 映写畿 用具 用具
心配事、相談事業、体力づくり等に積極的に取

l 1 1 一式 一 式
りくんでいる。

行政区統合によ って二部落の分館が一致協力し

長 机 調理 レコード 卓球台 石油 剣道具 扇風機
て、中央分館的役割を果す施設を建設し、各種

設備 プレ→ ストーブ
事業が施設・組織等の充実と相倹って高率的、

30脚 1 2 6組 2 
かつ活発K展開されている。施設の充実と活動

運営面Kおいての他分館の先進的役割を果して

L 、る。

会議用 調理台 放送 都市化現象が著しく 、公民館活動K対する無関

机 30 座机 8 設備 卓球台 書架 心者が多い中で、運営の妙と事業の精選、各委

椅子 30 什怨 一式 8 員の協力によって、全住民IL公民館活動が徹底

65 一式 し、着実なあゆみが続けられている。
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施 設 状 況

番号 市郡名 公民館名 所 在 地 館長名
敷 地 鐙物 建 築

面 積 延面積
4毒造

年月日

宗像郡玄海町大字
d d 

木造
8 宗像郡 竜王公民館 田 口 武 495 106 S 46.7.28 

池田 30 9 3の 2 平屋

宮田町
鞍 手 都 宮 田 町 木造

9 鞍手都 長浜善広 300 165 S 25.6 
しもあるき 下有木 平屋
下有木分館

10 朝倉郡 夜須町公民館
朝倉郡夜須町大字

藤井辰実 959 
鉄筋

S 40.3.31 
篠限 339の 1

3，345 
二階建
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設 備 状 況 推 せ ん 理 由

公民館の建設を契機として、運営委員等の組織

黒板 机 ステレオ 什器 戸棚 の充実と婦人学級、政治学級等の活動が活発に

1 20 1 一式 2 展開され他の範とするにたる。

本地区は農業技術の研究、各種の公民館講座、

黒板 長机 テン ト 調理台 座布団 卓球台
体力っくり、明るい家庭づくりのための諸活動

等あらゆる分野にわたる活動が実践的fL展開さ
1 15 1 2 50 1 

れ、町内は勿論、郡内の分館活動fL大きな示唆

を与えるものである。

フィJレム ステレオ テント バレー
当館では、47年度、専任館長の設置など職員

16 <リ 8 <リ
16 <リ 5 用具

体制の充実をはかり、また、周年体協を組織し

映写機 映写機 5本 s組 住民、青少年の体力づくりに大きな礎石となっ

2 てL、る。

8 <リ テレピ 卓球 更fL、同和教育の推進については、町の同和教
18本 1 セッ ト

育推進協議会を中心花、公民館も主役をかつて
5組

大いに活躍し、多大の成果をおさめつつある。
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大

名重苦会長 信岡県教育委員会教育長

大会々長 福間県公民館連合会長

大会副会長 // 副会長

ノ〆 福岡市教育委員会教育長

大会準備委
福岡市香推公民館長

員会委員長

〆〆

副委員長
宗像郡玄海町教育委員会

〆〆 大野減市中央公民館長

委 員 編関市舞鶴公民館長

11 // 田島公民館長

〆'1
福岡市教育委員会

社会教育課長

11 福岡市教育委員会

11 
春日市教育委員会

社会教育課長

〆〆 /〆 中央公民館長

// 
筑紫野市教育委員会

社会教育課長

H ノノ 中央公民館長

ぷ』
Z玄

森田

青 山

Z空

了

綾田亀次郎

正木利輔

中尾荘兵衛

桑野 勇

井原信一

上回 茂

笹栗九八郎

志鶴幸弘

木原 惇

手嶋 淳

亀井 勇

武藤久雄

許斐重隆

役 員

委 員 大野減市中央公民館 林 隆明

/〆
早良部榔かj川町

中央公民館長
井上 馨

// 粕屋ms古賀町教育委員会 橘 治資

〆〆
糸島君1l志摩町

辻 田 寛 幸
茶屋公民館長

〆y
教育庁福岡出張所

水 減 和 ・
社会教育係長

11 教育庁粕屋出張所 〆ノ 船越秀美

/ノ 教育庁宗像出張所 〆〆 黒 木 直 照

λγ 教育庁糸島出猿所 〆〆 得 木昭 生

事 務 局 事務局長 大和 正己

λγ 事務局次長 淵 上雄 幸

ノノ 事務局職員 波左間圭 ・

" 〆〆 喜多徳太郎

" 〆〆 藤井 和

" H 松尾正俊

" " 森 博子
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意 見 発 表

「公民館に対する私の意見」
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「公民館に対する私の意見」

意見発表者 糸島郡青年団協議会

林 正敏
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公民館に期待するもの

意見発表者 嘉稿郡稲築町公民館学級主事

今年になって急にもりあがってきた官公庁の週5

日制が学校教育にも波及し、経済成長と相まってす

べての分野にク ローズア ップされてきましたが、そ

の5日制が特に学校教育にも実飽きれてくる ζ とは

とりもなおさずその反面には公民館のもつ社会教育

の場が重要な役割を現在以上に諜せられてくること

はいなめない事実と恩われます。

それにつれてボランテアと公民館との関係も今よ

りーそうの密接度を指し、ともに社会教育に専心し

なければならない時がきたのではないかと思われま

す。

そζ で公民館とボランテアとの関係についてニ・

三の要望をのべてみたいと思います。

先ず第ーに 、公民館にきなさい、 という姿勢

を改めて 、公民館IL行きましょう、 というよう

に努力すべきであるという点です。

現在の公民館の事業展開をみてみますと、一年間

のスケジュールを年度当初K組立ててそれを如何に

消化していくかという点K重点がおかれている運営

指針がとられていると思われますが、その事業消化

の態度が 、公民館lζ きなさい、 という姿を生ん

できた要因ではないかと考えます。そ乙でその姿を

改めるためにはスケジュールが如何K消化されねば

ならないかという内容検討が行われ、住民の自発的

な公民館事業参加についての努力がなされて、、公

民館IL行きましょう、という姿IL一歩一歩変って行

かねばならぬと思います。そのためには、従来の如

く講師を探して講座を開催するという一方的な抑し

つけの事業展開によるスケジュール消化方法を反省

するとともに、新しく住民の中IL社会教育の核を多

数っくり、その核が中心となって話し合いの場をつ

藤井敏館

くり、その中IL生れてきたものを基礎として、自発

的な住民パワーをもった公民館活動をおこしていか

ねばならないと考えます。

以上の点から住民を公民館IL 、集める、 ので

はなく 、集まる u という公民館活動の姿勢につ

いて関係者の今後の(行政上の条件整備をも含めて)

再配慮をお願いしたいと思います。

第二に公民館職員の庁内異動について教育委員会

にお願いしたいと思います。私達ポランテアは公民

館の事業に参加し、社会教育の一端にたずさわって

いますが、そのポランテアの公民館活動に対する熱

意を左右する重要な要素 (ポイ J 卜)に、 公民館職

員とボランテアとの人間関係があると思います。

公民館職員は、庁内の他の課の職員とは、ある意

味においては全く異った性質の持場に務めるわけで

す。少くとも公民館験員はE豊富な専門的知識を身に

つけ、かつ献身的な熱意K燃えている職員でなけれ

ばなりません。またそのような職員が公民館に配置

されて乙そポラノテアとの関に太い強いパイプが通

じてより一層の活動効果が期待されるものと思いま

す。しかるに毎年、あたかも年間行事の如く行われ

る職員異動について、その点についての考慮が全く

払われていないと思われるふしがあります。今後の

庁内臓員異動Kついては、出来るだけ、ポラ ンテア

と公民館職員との相互関係を重視していたfごいて、

その特殊性を生かして実施していただくよう要望い

たします。

第三ILポランテアの社会的地位の制度化でありま

す。現在でも時としてはポランテアの活動を一般の

人々からは 、もの好きの活動、 のように思われ

ている点がありますが、乙れもポランテアの社会的
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位置づけがなされてい伝いからであり、第二の要望

tとも述べました点についてもポランテアの社会的地

位の位置づけが確立しておれば、その機関との話し

合いも出来る点がありましょう。また、公民館がポ

ランテ 711:対する事業展開についての参加要請につ

いても、現在では相談するという程度で極めて弱L、

要請になっています。それも位置づけの確立により

解決される函もありましょう 、さ らK現在はほとん

どのポランテアは一市町村という狭い分野での活動

であり、他の地践のポランテアとの交流がきわめて

まれであり、それがポランテアの自己満足ともなり

活動の領威をひろげず、自己教育をさまたげ、広域

活動の必要性を認めながらも出来ない現状をっくり

だしていると思います。それもこれも実はボランテ

アの社会的位置づけが確立していないためと考えら

れます。今後何らかの方法でポランテアの社会的位

置づけの制度化を実現していただき 、ボラ ンテアの

社会教育活動K対する協力体制lの整備をはかつてい

たTどきたいと思います。

また、聞くと乙ろによりますと、法11:定められた

社会教育主事設置の問題でありますが、市の段階で

は専門臓としておかれているようですが、町村の場

合では、おかれでも兼務の状態が多く、一日も早〈

教育委員会で検討され、専門職としての必要性を再

認識していたfごき善処方をあわせてお願いいたしま

す。

辰後K簡単に稲築町の公民館活動の中でのポラン

テアの姿をのべてみたいと思います。

私たちは、公民館長のもとに、名称はぴったり乙

ないものがありますが、一応「主事会」というもの

をつくっています。その梅成は教育関係者5名、医

療関係者 1名、企業関係者 2名、それに一般婦人2

名を加え計 10名で定期的に主事会を開き 、社会教

育11:対する意見交換及び体験、指導報告など活発に

研修し、積極的K公民館が開催する各種学級11:参加

し、その指導、条件盤備を分担し、公民館と一体と

なり事業展開花自発的に参加活動をしております。

とき Kは主事会だけで学級開催も行っております。

また都公連の事業としてつくられた、郡講師研究会

にも主事会から 3名参加し、ポランテアとしての自

己教育にも努力しております。

ともあれ、ιれからの公民館K期待しfこL、ζ とは

「住民の申K核をつくり、ポランテアを中心に、行

政の条件盤備を期待しながら、公的11:も、私的tとも

拘束される乙となく、社会教育は相互教育であり、

共同学習による自己研修である乙とを確認をする」

ものであってほしいものだと思います。
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公民館に対する私の意見

意見発表者 宗像郡宗像町公民館運営審議会委員

吉川

l はじめに

私は宗像町公民館運営審議委員として、公民館K

対する意見を発表します。

今回、私たちをとりまく社会の動向はきわめて大

きく、都市化、人間疎外、住民意識の変化等住民の

生活に多くの問題が提起きれています。

乙のような中で、社会教育は今や、生涯教育の観

点に立って、住民のひとりひとりの新しい市民社会

の形成と豊かな人間性の篠立のために、その役割が

きわめて重要であります。

しかし、現状Kおける社会教育の教育的条件は多

くの問題があり、学校教育と社会教育は車の両輪と

言われながら実際には社会教育に対する軽視としか

いえません。

特K社会教育の中心的拠点とされる公民館が今日

重要な役割jを果すものであり、その整備充実乙そ 、

教育行政の緊急な課題でゐります。

私どもは具体的に今目的な課題を中心として、そ

の推進』とあたzべきであります。

2 現状と課題

最近各地践における公民館の活動が活発に展開さ

れ、子供か ら老人まで多彩に行われています。

しかし、乙のような住民の教育要求R対して、教

育行政K対する問題を追求しなければなりません。

とくに今日まで公民館の施設整備の充実や、職員

体制の問題等は、今後の重要な課題として解決しな

ければなりません。

そζ で私は、行政の姿勢を確立することが大切な

ことであります。

口先だけの論議でなく、マスタープランや教育胞

策における社会教育の重点を考えて具体的な事業の

推進を図るべきです。

次Rは、公民館R対する考え方を明確にしなけれ

ばなりません。

今日まで、私たちの考え方として、施設はなくて

も社会教育は出来るという考え方です。

侵近のように、住民の学習活動が個人的学習から

集団学習まで行われ、しかも学習内容も 、多彩な計

画のもとに活動されている現状では、公民館がこの

ような要求を満たすだけの機能を持つ施設でなけれ

ばなりません。

各町村では近代的要素を持つ公民館が設置されつ

つあることは、喜ばしい乙とであります。

宗像町では、今後の町の発展と共R社会教育の在

り方Rついて、社会教育委員は教育委員会に答申致

しました。

その中で本町社会教育の推進は、施設の整備充実

と社会教育指導体制の強化であるとし、公民館を中

学校区Rー館の配置とし、施設内容についても、多

彩伝学習のできる施設内容とし、また、指導体制に

ついては、行政機関と教育機関と の職員の専任化と

社会教育主事や公民館主事の専門性の確立など社会

教育の条件整備を中心とした答申を行いました。

それに対し町では、答申を尊重し昭和 48年度に

中央公民館を 1，700平方米の規模で近代的な施設

を建設する乙とになりましたし、これに対して、職

員も専任の公民館長、公民館主事の配置を行うこと

になっています。

私どもは ζのように住民の具体的要求に対して、

一つ一つ解決していかなければなりません。
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3 おわりに 教育要求IL対して、公民館がその要求を満たせる社

私は町公民館の運営審議委員として町社会教育の 会教育施設として、整備充実するように進めなけれ

推進に当っていますが、私たちはもっと住民の声を ばなりません。

行政IL反映していかなければ伝りません。 最後に町村における社会教育施設の整備充実のた

単なる会議でなく 、具体的な要求が実現するまで めに多大の財政措置が行われております。

その推進のためK、責任ある行動をすべきでありま しかし、学絞等の義務教育費の補助金に対して社

す。 会教育関係補助金があまりにも少額である乙とは、

先ず私は、自らがその姿勢IL立つ乙とであり自ら 社会教育軽視であり、国・県がもっと用額する乙と

の実践が大切であります。 を要望し、私たちはその運動も展開しなければなり

今後ますます社会教育の重要性が強調され住民の ません。

中tζ高まって来ると思いますが、乙のような住民の
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意見 発 表

公民館活動に 望 むこと

県解放同胞糸島地区協議会

委員長楠原 勇
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シンポジューム ……………………… 「生活K根ざす住民の教育要求tてとたえるため

公民館はどのような役割を果すべきかJ

登筆者

O 九州大学教育学部教授 岩 井 龍 也

O 西日本新聞論説委員 相 羽 発

O 北九州市立小倉中央公民館長 前 回 紀 道

O 久留米市教育委員会社教主事 長門石 明

O 筑紫野市教育委員会教育長 西 勉

司会者

福岡県教育庁社会教育課参事補左 波左問 圭 造
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公民館に対する 住民 意識

一一ー 飯塚 市 社 会教育調査一一

飯塚市社会教育主事 国 代 定 男

l はじ め に

乙の調査は飯塚市公民館長主事会が公民館活動の仮輿を図るため、市民の生活意識、郷土意識ならびに

公民館K対する意識(認識度参加度教育要求等)など基礎的調査を行なったものの一部を抜粋したもので

ある。

2 調査 の目的

市民が、公民館をどのよう K認識し、どんな要求をもっているかを明らかにし地域の実態K即する公民

館活動の充実強化を図るために実施するものである。

3 調査の方法と 回収率

調査は、住民台帳の中から市内全世待の 5書記を無差別に抽出し(対称世得数 1135 )質問紙tとより調

査した。

回収率 8 2. 3言語(934位傍)

4 調査分析結果(関連分のみ抜粋〕

l 公立(市立)公民館の認識度

本市では中学校区毎1L1公立(市立)公民館を設置し、活動しているが、住民はそれを認識している

だろうか。

－ 23 －



愛

者
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永

住

意

議

近

隣

窓

議

約 9苦lリの人が(男女共同比率)で公立(市立)公民館を知っている。そのうち「よく行く」は 8.9%

「時々行 く」が 48.6 ~ちで計 57.5 %が公民館K行った経験がある 。 しかし「行った ζ とがない」が

37. 4 ~ちも あることは注目しなければな らとn、。ここで もまた 20代で 「知っているJ7 5. 6 ~語 、 「知

らないJ2 1. 8 ~話 、 「よくいく J6.2長谷、 「時々行く J38. 5 ~語 、 r~ 、 っ たことがとfい J 50. 8 %と低

い認識率を示している。

それでは公民館を知っている人と知らない人別に愛着心、永住意識、近隣忍識の必要性を傑ってみる

と、公民館を知っている人が知 らない人よ りも 全ての面で宿い認識を示している乙とに注目したL、。

1 2表

IX 分 公民館を知っている人 公民館を知らとfい人

飯塚市を身近K感じている。 7 6. 5 6 1. 4 

飯塚市をそれほど身近に感じとfい 2 O. 2 27. 7 

そんな!~じはま っ た くとよい 1. 3 6. 0 

無回答 2. 0 4. 9 

飯坂市iζ永住しようと思う 7 6. 0 5 8. 0 

飯家市K永住しようと思わない 7. 6 1 6. 0 

はっきりきめかねる 1 5. 8 24. 7 

無回答 O. 6 1. 3 

公民分館や隣組のよりゐいを必要と思う 8 O. 8 6 O. 5 

公民分館や隣組のより あいを必虫色と慰わない 8. 2 1 2. 3 

わからない 9. 4 2 3. 5 

無 回 答 1. 6 3. 7 

2 事業への参加

無

住民の 9創が公民館を知っており、 6苦iJ弱が行っ た経験があるがその事業にはどのくらい参加し てい

るfごろう由句

1 3表
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全体的Kは参加したことのある人は 28.2%と3割弱しかなく 、男 3l. 0 ~語 、 女 2 2. 5 ~ちと男の方が

よく参加している。こ れを年代別Kとらえてみると 20代が極端に低い。

1 4表

20 I伝川川滋凶山:滋涜川滋滋叫:妥5修物多姦物多綴多多物多物多多物務修多多物多綴多多物多多物貌 | 

3刊0医出言笠山浴駁;絞川g総祭協多物多多多修多多物多多物多多物多霧疹z蕩 1
4刊0 隙川認誌m総修多多物多多多修多多物多多多物多多多物多多ググd姦貌須 | 

5印0

6日0限……問川己川修物務多修多多修多多多物多物多多物多多修多多物貌 | 

7刊0 ……烈総移修多物多綴多級協物物多額 | 
参 加 不参 加 無回答

それではどのような行事に参加しているかの投開のい|答は次のとおりである。

1 5表

年 代 l 位 2 位 3 位

全 体 体 育 行 事 i;出 E草 ，ヱbプミ‘ 学級講座教室

2 0代 体育行 事 サ ク Jレ 学級講座教室

3 0 体育行事 学級講座教室 議 演 dZL 三

一一一一

4 0 体 育行事 学級講座教室 i再 演 Jzbx h 

5 0 体育行事 学級講座教室 サ う7 Jレ

6 0 6持 演 JヱSJ4、 体 育 行 事 学 級 講 座教室

7 0 百持 演 Jzh x 体育行事 学級講座教室

次iζ参加してとよい 7削の人々のJlJ!由は次表のとおりである。

1 6表

順位 全 体 男 女

1 忙しくてひまがない 55.3 忙しくてひまがない 57.7 忙しくてひまがない 5 0.9 

2 何があっているか知
3l.2 

何があっているか知
32.5 

何があっているか知
28.8 らない らない らない

3 
何となく参加する気

26.3 
何となく 参加する 気

27.6 何となく参加する 気 24.1 
がしとfい がしない がしない

4 そ の イ出 23.9 そ の 他 26.0 そ の イ也 20.3 

5 開催時間がわるい 10. 1 開催時闘がわるい 12.3 小さい子がいるから 10.4 
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まず参加の万から分析してみると、体育行事への参加が各年代を通じで多L、。 20代では講演会など

の学習の参加は少く、サークルや学級講座教室等が多L、。参加していない理由としては、 「忙しくてひ

まがなL、」を半数以上の人があげているが、これはひまがないというばかりでなく、その他の要因も考

えなければならない。%の人が「何があってL、るか知はい」と L、う PR不足を指摘しているが、 P

Rの方法や、一部の館で出している館報の問題も含めてこれを謙虚に受止め、検討しなければならなL、。

%の人が「何となく参加する気がしなL、」を s番にあげているが、 ζれは事業そのものを検討し、参

加意欲を高めるよう努力すべきである。女の 5番目に「小さい子がいるから」があげられている。乙の

解決ILは小さい子供の保育、管理等を考慮した学習可能な環境条件等を盤備する積筏的な取り組みが必

要である。いずれにしても今後より 一層の努力と、分析のつっこみが必要と恩われる。

3. 社会教育団体

社会教育団体への加入状態は次のとおりである。

1 7表

女が 25.6 ~協と男より多いのは婦人会加入が原因であろう。
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それでは加入していない理由は何であろうか。

1 8表

lふ 全 体 男 女

1 

2 

3 

4 

5 

忙がしくてひまがない 忙がしくてひまがない 忙がしくてひまがとよい

そ の 他 そ の 他 そ の 他

運営K不満がある 興味関心がない ある乙とを知らない

あることを知らない あることを知らない 興味関心がない

興味関心がない 一部の人のものになっている 一部の人のものになっている

公民館事業への不参加理由と同じ く、社会教育団体に加入していない、第 1理由K r忙がしくてひま

がなL、」があがっている。第 2Kは「その他」をあげた理由はあんであろうか。第 3Kは「運営に不満

がある」が 24.6 ~ちあり、 「一部の人のものになっている」の 22. 5 ~ちと考えあわせて社教団体に投げ

かけている問題は大きいものがある。

4 今後の事業

それでは住民は今後どのような事業を望んでいるであろうか。

1 9表

¥¥  全 体 男 女

l 子供のしつけや教育 子供のしつけや教育 家庭生活に必要なこと

2 消費生活改善 町の政治や地威の問題 消費生活改善

8 趣味やけいζCと レク・スポ ーツ 子どものしつけや教育

4 家庭生活K必要なこと 文化や教 委 趣味やけいζCと

5 レク ・スポーツ 消費生活改善 身のまわりの生活相談

6 町の政治や地践の問題 趣味やけい ζCと 高令者の学習

7 身のまわりの生活相談 身のまわりの生活相談 レク ・スポ ーツ

全体的には次代をになう 「子供のしつけや教育」を 32. 4 ~替の人が望み、第 2 K r消費生活改善」と

つづいている。余暇時間の有効的な利用をはかるため「趣味やけL、乙 Cと」を 3番目K、次K r家庭生

－ 27 －



活1<::必要なこと」をあげている。

子供のしつけや教育と消費生活改善等いわゆる「家庭問題」は普遍的なテー?と考えられる。また趣

味の会などのサークル活動も育成しなければならなL、。

男女別に考えると、男はまず「子供のしつけや教育」を考え、次代 「町の政治や地減の問題」を考え

ている。 ζ れが女Kなると、第 11<::r家庭生活J1<::必要な料理や編物を望み、次に消費生活を改善する

食品公害や、上手な買物をしたいと考え、 8番目に男の l位の「子供のしつけや教育」を考えている。

男がまず子供について考え、それから町の政治や地威の問題など外的に思考するのに比べ、女では全く

家庭的伝問題が上位を占めている。このようとよニードをどうとらえ、どう学習iζ結びつけていくのか、

公民館関係者の重要な謀題としていきたL、。

またややもすれば忘れられがちな成人男子の社会教育をどう展開していくのか、私達の貴重な資料と

したL、。

それでは、具体的K どの様伝指向を私達はしなければとよらないのだろうか。今まで私達の行ってきた

事業に対する考え方を、線本的に改めねばならない問題がL、く つか指摘された。

例えば「子供のしつけや教育」については婦人教育の専売特許のように事業を展開してきた。と ζ ろ

が、今度のニード調査でそれは、女では第 8位にしか上っていず、男の方で第 l位K上っている。また

「町の政治や地減の問題」を男の 2位にランクされた ζ とも私達Kとっては予想外であった。

昭和 48年度の予算は昨日議決されて、公民館事業予算も大要は決定されているが、一週間後に迫っ

ている 48年度K、ζれらのニードを具体的に展闘していく緊急処置を講じなければならなL、。即ち、

各学級、各講座の事業の内容は前年末にはカ')キュラム化されているのであるが、与えられたデータを

元Kカリキュラムの変更をしなければならなL、。与えられた問題を鳳j全部実行出来ない乙とは申すまで

もないが、実行可能なものは次々と実行してL、かなければ調査が生かされなL、。

そのためには、事業のプラン ナーである館長、主事の努力はもちろんであるが、皆禄方1<::も積極的な

御協力をお願いしたいと思います。

5. 社会教育関係施設

本市の社会教育施設の整備は着々と進んでいるが、今後どのようなものを住民は要求しているのであ

ろうか。

20表

主主』 全 体 男 女

1 地区運動場 地区運動場 地区運動場

2 遊 圃 地 遊 闘 地 児 童 小 公 園

3 児童小公園 児童小公園 遊 園 地

4 縛 物 館 待 物 館 婦 人 ぷZ当玄』 館

5 美 術 館 勤労青少年センヲー 美 術 館

6 勤労青少年セ/タ ー 美 術 館 動 物 園

7 動 物 園 動 物 国 児 童 館
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男女共概して、身近な所でスポーツが出来るような広場や遊園地を望んでいる。

6. 同和 教育の認 識

2 1表

(l) ことばの認識

22，1，( 

(2) 差 別 解消 の 意 1吹

S 4 4年以来、国民的課題と してとり

あげられている同和教育について、この

ことばを住民がどの程度開いたことがあ

るか、 ζの表の内容を有臓と無職』とわけ

ると 、有職の 70.4%、無職の 59.9%

が聞いた乙とがある。

有織にくらべ無職の万が関心が低い。

同和問題の JnlJjj)l ~ 、 懇談会、研修会に

参加の状態は 22，1，(のとおりで参加率

1 5%は F坦1外f(少なL、。乙の原因は、

参加呼びかけに対する PRの万法や部落

差別の本質を理解していないため、積極

的伝参加意欲の盛りあがりがみられI.J.い

乙とも考えられる。
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2 3表

(3) 市報の「同和問題」 を読んでいるか

2 3;&は市報 fe、いづか」にのせられ

ている「部落の歴史」や「部落問題」が

どの程度読まれているかをあらわしたも

のであるo

「同和教育」ということばは聞かなく

ても 、実在する差別の実態や不当さにつ

いては 84.4 ~揺の住民が一応認識してい

ると思われる。 ζの比率をわけると有職

者は無職者より 38. 6 ~語、男は女より

2 9.65話それぞれ高〈伝っている。

ζ の高い認識も 22表と 比べてみると

部落解放が観念的な知識にとどま ってい

ると思われる。

乙の認識を解放意欲へど う給ぶか。そ

のための組織や実践は、どうしたがよいのかなど「国民的課題」解決のための検討は、今後私達K謀

せられた大きな問題点である。
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福岡地区公民館の活動

1 福間町 U亡事、ける部港公民館活動

宗像郡福間町中央公民館

2 青少年教育を推進するための公民館活動

糸島郡志摩 町 中央公民館

3. 赤坂公民館 vr:1>'ける広報活動

福 岡 市 赤 坂 公民館

4 都市公民館tてなける家庭教育

福岡市香推公民館

5. 公民館K辛子ける同和教育のとりくみ

福 岡市姪浜公 民 館

6. グル ー プ .サークノレ活動を育てる

春日市中央公民館

7. 大野城市十てなける少年教育

大野城市中央公民館

8. 公民館十亡事、ける老人大学のとりくみ

筑紫 野 市中 央 公 民 館

9. 公民館運営審議会の運営と問題点

粕屋郡篠栗町中央公民館

10. 那珂川町公民館の事業と経営

筑紫郡那珂川町公民館



福間町に bける部落公民館活動

宗 像郡福間町中央公 民 館

l 信 問町 の概 要 O 公民館報の発行(毎月 l回 )

(1)概 況 5 本町における部落公民館の育成状況

本町は県の北部、 宗像郡の西部R位し福岡市 本町tとおいては町民の 自治意識向上をはかるた

と北九州市 との略中間にあ って両市への勤務者 め中央公民館よりも部落公民館の育成R重点を置

のベッドタウンとしての様相を呈し大型団地も いている。

続々と建設されている。 (1) 施設に対する縞助

(イ) 面 積

(ロ)世 帯手 数

29.51長d

5.608戸

村人 口 21.332人

(人口の増加率は極めて高〈過去5ヶ年で 30.1

9協を示している。 )

(2) 教育機関

幼稚園、公立 2、私立 2、小学校 3校、中学

絞 1校、中央公民館 l館、部落公民館(類似施

設)2 2館

(3) 福間町の予算(昭和48年度当初予算)

O 総 予算 額 1，205，690千円

O 教 育 費 34ml(22t設費)

O 社会教育費

O 公民 館 費

公民館の職員組織

21，033 

9，008 

O 公民館長 l名(専任非常勤)

O 公民館主事2名(社教主事兼務)

O 管理人 1名

3 公民館の施設の状況

(1)敷地 面積 4，086"，' 

(2) 建物延百l積 547m'(木造平犀態 )

4 昭和48年度事業内容 (主なるもの)

O 部落公民館の育成

O 各種学級の開設(青年学級、家庭教育学級、

高令者学級 )

O 子ども野球、卓球、将棋大会の開催

本町内Kは 39の行政区があるが、その内、

公民館(類似施設)を有する区は 22 ( 2区以

上で l館を有するものが 5館)で侵近末設置の

区においても漸次設置の気速が上昇している。

また既設の 22館のうち 9館は老朽または狭障

のため改築や新築が計画され昭和 48年度Kは

8館が予定されている。

乙れらの部落公民館については昭和 40年度

より町条{71Hζ基き次のような補助を行っていた

カi

新築の場合 段高額 200万円(基準額のす)

憎改築の場合 最高額 70万円//

用地購入賞 (袋地を含む )

最高額 100万円(基準額のす)

段近地価の高騰、建築資材等の暴騰に鑑み昭和

4 8年度より新築の場合は最高補助額を 300万

円花、地改築の場合は 100万円花、用地購入

費は 150万円と 条例改正を提案したが尚摺額の

意見が強く 目下当局において検討中である。

(2)運営費対する補助 (胞設のない区も含む)

(イ) 公民館長 ・主事手当 688千円

O戸数割 l戸当 60円

O均等割 館長年種目5，500円x40区

主事年額3，500円x40区

わ) 公民館育成費 650千円

均等割 120千円(3，000円x40区)
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戸数割 290千円(50円x5，800戸)

実績割 120千円(3，0 00円x40区)

管理人 120千円(1，000円x12月xlO区)

部落公民館は以上のように補助を受けているが

あくまで部落民の自主的な自治組織であり 、自ら

が自らの地域K即してみんなの切実な課題を解決

していく教育活動の場であり、公の支配を受けな

い径めて自由な考えのもとに運営さ れている。

6 部落公民館の施設と事業(例示〉

(1) 内殿公民館(対象戸数 109戸人口 544人)

O 胞設(木造平屋建 307rrf昭和44年建設)

建築費 850万円 (内町費補助 300万

円一用地費を含む)

講堂 66rrf 会議室 49.5rrf 

実習室 34.6 rrf 管理人室 23.1rrf 

運動場 1，485rrf (各種遊具あり)

O 主なる事業

子供運動会、隣組対抗バレー大会、海水浴

盆おどり大会、部落体育祭、各極学習教室

(書道、手芸、生花)、講演会の開催、老人

学級の開設等

(お津丸公民館 (対象戸数 68声人口 312人)

O 胞設(鉄筋2階建 260rrf昭和 47年建設)

建築費 1，140万円(内町費循助 200

万円)

体育室(子ども室)59.4 rrf 

事務室 9.9 rrf 会議室 57.0 m' 

実習室 24.7rrf 

運動場 1，206rrf(各種遊具あり)

O 主なる事業

子どもの健全育成に重点を置き 、体育を通

じ部落民の連帯性を強めてL、く。

部落体育祭、海水浴、講演会の開催

各種学習会(習字・美容 ・料理等)

老人クラ ブ常会

7 経営上の問題点

(1) 部落公民館長 ・主事は区長その他の兼務者が

多く短期間K異動が行なわれるため一員した経

営がひっかしL、。

(2) 大型団地造成の続く今後、団地内の連稽を高

めて行くために、公民館活動の果す役割は大き

く、施設鐙設が早く取組まれる必要がある。

別添資料(写真 2枚)

内殿公民館(昭和 44年度建築)

津丸公民館(昭和 47年度建築)
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青年教育を推進するための公民館活動

l 対象地区の傾況

福岡県の西北端、糸島君sの辰北部Iζ位し、東は

福岡市、南は富山川と加布竪湾をへfごて〉前原町

と緩している。

総面積 5，457ヘクタール、山林 2，115ヘクター

ル(39.3% )回 1，041ヘクヲール(19.4%)、畑

542ヘクタール (9.9~ち)果倒閣 691 ヘクタール

( 1 3~引の耕地で、五つの糸島郡農協支所を中心

R農業経営をなしている。又町の外周は約 70%

が海に函し、西万海上lζ離島姫島を擁し、五つの

漁協を中心K漁業を経営している。総世帯数

2，907の中農業従事世幣 1，917漁業従事世得

449 そ の他の験業 541 で、~漁業を主体とした

生産を!Cなう町である。

経営の合理化と近代化をはかるための生産基盤

の整備、自立経営の育成、農漁業後継者を含心労

働問題の解決を急いでいる。従って青年団入団者

も町内約 1 ，000 名内外の該当年令者の中、~業

後継者 130 (内男 106女 24)漁業後継者 59

(男のみ)計 189名で、 その数 も漸次減少の傾

向にある。

又玄海公園の主要部分R当り観光事業は厳近の

課題となってきた。

2 公民館経営の目標

町内の社会教育を地区別R4単位K分け、 l地

区 1公民館を設置して、地区別tζ地域住民の意向

を反映させた社会教育の拠点として、成人、同和

青少年社会体育等社会教育の各事業を行な ってい

る。さら !C末端の類似分館を育成して、教育の住

民浸透を期している。

3 公民館職員運営組織の現状

当町は昭和 30年旧4ケ村の合併町であって、

志 摩 町 中 央 公 民 館

可成、桜野、小富士、芥屋の 4地区に大別される。

夫々の地区に地区公民館設置を急いでいたが、漸

次その実現を見て昨 47年 4月より 乙れを町立公

民館として足並みを鏑える乙とが出来た。乙れK

各々主事兼館長を置いて、地区別に青年教育を含

めて地区公民館業務を展開し、更R各公民館管内

の部落公民館!C自主的に分館主事を置いてこれと

直結する形をと っている。又各公民館に運営審議

会をもち、町中央!C社会教育委員会をもって、教

育委員会の もとに町社会教育の企画実施R当って

L 、る。

4 公民館施設の状況

昭和 33年 3月、農業青年建設班の実施と同時

に青年研修所と併せて中央公民館を新設(4 1 2 

rrf)して町内唯一つの公民館として発足したが、

前述の公民館運営の目標に沿って昭和 41年 10 

月町の西部K新たに西部公民館を建設 (237rrf)

次いて昭和46年 12月東部K桜野公民館を建設

(379rrf)し、 逐次地区別に施設を整えて、 最

後に小学校の合併により不要となった芥屋小学絞

々舎をそのま〉芥屋公民館K転用して現在lζ至っ

てL、る。

5 昭和48年度事業の内容

各種学級として青年教育K重点を置き、農業青

年を対象と して中央青年学級を開設し、漁村部』ζ

は船越、野北浜、姫島の 8地区R漁業を主とした

青年教室を開設している。

その他家庭教育学級、婦人学級、 高令者学級等

地区公民館単位R開設している。

又社会教育を推進するために青少年の教育補導

の組織を各部落公民館別に奨励し、同和教育推進

支部を、地区館毎K設置している。その組織の中
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に必ず青年を位置づけている。

6 特徴ある活動事例

農村部における中央青年学級を町青年団の学習

活動行事と一本化して、毎月 1回全員による夜間

学習会を開き 、一般教委の向上をはかると 共に、

季節的に農漁業問題研修会、青年問題研修会、文

化祭、体育レクのつどい等をおりこんで、青年の

自主性を生かして、相互教育の実を上げるようつ

とめている。

7 経営上の問題点

上述のとおり形だけは一応盤ったかに見えるが

とくに青年教育の観点から検討すると 、まず町の

職員による指導体制が貧弱で、指導助言K当るべ

き社会教育主事が教育委員会事務局K一人とりの

こされて、町社会教育の事務K追いまわされ、真

に青年と火花を散らして活動する余裕がない ζ と

文公民館験員が非常勤であるため、青年の意図す

るきめ乙まかい教育作業にはほど速い乙とである。

文施設においても、中央はほとんど町の諸会議

に場所を奪われ、他の 8公民館においても、土曜

日曜休館という職員態勢に頭うちされて、生産K

従事する勤労青年の余殿と真向からくいちがって

あらゆる機会を利用して行うべき社会教育が、必

ずしも理惣通りに回転していない点が目立ってき

fこ。

又青年団内錦においても 、農漁業の行きづまり

κ立って不安とあせりはかくすべくもなく 、産業

中心の集団から地域中心の集団へと脱皮を余儀な

くされる時、棄の助言者としての社会教育専門職

を必要として来たようである。

赤坂公民館に£、ける広報活動

l 対象地区の概要

赤坂公民館区は、面積4.3Km'、 福岡市の中心

天神から歩いて 15分とい う都心部Kありながら

館区内に平和台 ・舞穆公園といった福岡減跡の公

尉地稽(館区面積のし今 強)を有し、さらに学

校が多く 、比較的静かな住宅街をなしている。

人口約 9.000人、世帯数約2.500世稽、住

民の居住年数は、5年未満が 439語、5年-10 

年未満が 19 ~語、 1 0年以上が38%となってい

る。

また、児童数 640人の小学校で年間約 100

人の児童が転出入するといった地区でもある。

2 公民館経営の目標

人の流動が激しく、十分な地域社会のコミュニ

ケーショ J がとれない現状をふまえ、公民館が地

福 岡市 赤坂 公民 館

減社会の一つの核となる乙とである。各種の社会

教育活動を通じて、llJl独なマイホーム主義よりも

集団K属する喜び、楽しき、そして、価値を体験

してもらう所としての公民館像の確立を目僚とし

ている。

3 公民館職員.公民館運営組織の現状

公民館験員

館長 1人(非常勤嶋託)

主事 1人(常勤)

管理人 1人(非常勤嘱託)

公民館運営組織

運営審議会 10名(社会教育法第 30条第 1

項第 1号2名第2号6名第3号2名)

4 公民館施設の状況

公民館は木造 2階建
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会議室(兼調理室 ・兼図書室 15坪

和 室 16 ~霊( 8 t平)

他K事務室 ・館長室・管慰人室他がある。

備品としては

1 6 ， 1) ・8ミリ映写機、ピアノ、テープレ

コータ一、カセットコーダ一、プレ ーヤ一、

調思用具一式等

5 昭和48年度事業内容

l 学習活動の充実

イ 国 ・~!ft費禰助

青年学級(2学級) 家庭教育学級

口市費

婦人学級 高令者学級 悶和教育講座

つみきの会 つくしの会

2 図書の充実と読書活動の展開

i後舎を 1，000怖から 1，500冊へ

利用者を 1，000人から 2，000人へ

子ども文庫の設立

3 スポーツレクリェーション活動の充実

O フオークタ J スサークル(婦人 ・青年 ・子

どもの 3サークル)

O 子どもキャンプ (年 4回 )

O パークテーリング(年 2回)

O 親子ハイキング(年 3回)

O 子どものもちつき大会、クリスマス会、

O 成人者ソフトポール大会等、他に新成入者

の集L、。

6 特徴ある活動事例一広報活動

コミュニティセン9ーとしての公民館像を形づく

っていくためKは、まず広報活動である。公民館

と住民の聞に常にパ イプ令ひいておく ζ とが大切

である。 ζのζ とから赤叛公民館では、回覧、あ

かきか、を月 2回配布し、コンス世ントな情報を

流すとともに、年K2-3回の全戸配布、あかき

か、並tζ対象者重点の、あかきか、を流し 、連絡

を一層密Kしている。

広報紙、あかきか、の内容は B4版で公民館の

各極の主催行事 ・活動の案内と各種の教育的内容

の情報、ならびに社会教育関係団体の諸活動の連

絡等が主なものとなっている。なお、、すこーれ、

というコラム的な備を設け、公民館職員と住民と

のホットなパイプラインとしている。

発行は、諸活動の 1週 間 -1 0日前を原則とし

l回の印刷数(回覧)は 400枚(回覧 250枚 公

民館内配布 150枚)で、配布は町世話人→隣組長

→各家庭へというルート K乗って流きれている。

3月tζおζ なったアンケー卜調査では、あかき

か、を知っているものは 93%K達し、月 2回の

発行を 85%が丁度良いとしている。(月 2回以

上を望台者H話) 赤綴公民館を知っている人は

9 9 ~討に達し、そのうち 55%は、めかきか、に

よってその存在を知っている状態である。

7 経営上の諸問題 一 広報活動を中心に

少し大げさな言い方をすれば回覧、あかきか、

が完全Kスムーズ1<::1週間内で全世得を流れるよ

うになると赤坂地区は変わると思っている。 アン

ケー卜調査の中で、まわってくるのが遅すぎると

いうのが 26%ある。乙の数字を小きくしていく

のが今後の一つの諜簡である。次KB4のガリ版

刷りを、やはり業者印刷にしたL、。これには多く

の予算を必要とするので早急Kは不可能だが、将

来においては是非実現させたL、。また、内容を豊

富lとしていく 為にレポ -9ーの制度を設けて、各

種の話題をとりあけ.るととも K、住民悶志の意見

交換の場と もしていきたいと 考えている。

巌後花、広報活動は、公民館経営の効果をあげ

るための方法であって目的ではとn、。いくら良い

広報活動を行ったと乙ろで、公民館でおこなわれ

ている各種の社会教育活動が魅力のないものであ

れば、広報活動そのものすら意味のないものとな

るであろう。

より魅力的な、内容のある社会教育が展開され

る乙とを基本Kすえ、その内容を主権者たる住民

に十分に伝えるものとしての、さらに意見交換の

場としての広報紙、あかさか¥¥1としていきたいと

願っている。 1973.5.7 
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公民館広bける同和教育のとりくみ

識字学級を例として

。対象地区の緩要

姪浜公民館区は，面積 4.5km' ，世帯数 8千，人

口26.5千人で，福岡市の西端に位置し，商業・工

業.J:t業・漁業あるいは閉山炭鉱住宅地区などが混

在している古くからの町でめるが，近年は宅地化の

波で無計画に環境破壊が進行してお句，乙 ζ の農業

地域ι 未解放部迄(約 60世格)があ句ます。

。公民館の施設の状況

公民館の抱設は，講堂 (159m')， 講義室(40

m' ) ，会議室 (17m')， 和室 (20m')

。公民館の職員の現状

職員体制は，非常勤館長の下に公民館主事 1名，

それに嘱託の管理人が l名という状況である。

。特徴ある活動事例

4 7年度の事業の重点は1.解放教育の推進 2

図書活動の充実 3.婦人教育の深化であ句，その他

の事業としては青年教室やスポーッ教室，趣味サー

クル活動などがあ 句ます。乙乙では活動事例として，

「識字学級Jを紹介します。

乙の学級が始まったのは昭和 45 fE 7月で，漢字

の読み書きを申心に，部落差別の歴史，解放運動，

教育問題，レクリェーション等をお句まぜながら学

級活動をすすめてきました。

4 7年度は，この学級も 3年自にあた句学級生の

要求としても， r部落差別の歴史をもっとくわしく

知句 fこい」という声があ町，さらにこの年度よ句福

岡市の申学校において，社会科の教科書に部常事問題

がと句ゐげられるということもあって r部落差別

の歴史」を申心にすえた学習にな句ました。

学習展開は三期に分けて，①部落差別の歴史，②

福岡における解放運動史，③地践の問題，とし，そ

の申に狭山事件と，千代町・席回差別事件 (福岡市

福岡市姪浜公民館

において震近お乙った差別事件)などその時々の問

題等を話し合ぃ，また，時にはレクリェーショ J を

お句乙みながら学習がすすめられてきました。

学級生は 20 才~6 0才代までの婦人 16人余で，

その他男性も時お句 4~5 人参加されている。職業

としては，大半がパート-9イム等に出られておh

毎週土曜日，夜7 時半~ 10時半まで地区の集会所

に集ま句学習会をもっています。

講師には，専任講師として，市同和教育研究会事

務局長 日巻茂美先生をひかえ，その他姪浜申学校

・内浜小学佼よ句多数の先生方がみえられ，共1<:学

ばれています。

部落差別の現実に学ぶ一一ーい ったι、「教育Jと

いういとなみはど弓いうものであろうか9ともすれ

ば教えてやるという不遜な態度をと打勝ちでゐる私

共にとって 「部落差別の現実K学ぶ」という同和教

育の原点 ζそは 「教育」というものの本質に迫るも

のではとfいだろ弓か?……と考えさせられる昨今で

す。

社会同和教育において.フォーマルな形て・の学習

形態が成立するのだろうか。一応の学習計画(めや

す)を立ててはいるが，その単位時間 1コ?1コマ

の申での学習の無限の広が1)， 乙れ乙そまさに「部

落差別の現実」から学ぶ事であ1)，深い内容を含ん

でいるといえるし，それは決して単なる日誌の記録

とか，形式的な報告書などでは書き表わせないもの

であ句ます。ちなみにある日の 1コマを紹介すると，

『福岡における解放運動の学習の時間。竹槍ー授

から小作争議の話しにすすU'，そこで， ち4 うど

来合せていた地区の老人が自分の若い頃の農民運

動の話しをする「当時の農民運動は，たいへんな

郊圧の下で，申心メンバーや自分たちはみな，頭
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を坊主にしていた，それは讐察につかまった時，

かみの毛を引 っば って拷問をされるからであった

一そして農民運動のようす，当時の鍔問のめ

向きま，特に部落の人fこち 11:はひどかったこと・

……」など当時のようすを聞く。福岡市水平社創

立 50佳に際しての講演(声切・脇坂栄氏)農民

運動陀ついての記録をみる。 I部落」のつくられ

た意味と役割，労働者・農民・水平社の連帯につ

いて，それは部落解放同盟綱領にどう表わされて

いるかと話しはすすんでい〈……一。』

このように講師・学級生が一体とな内，そ乙に教

えるもの，教えられるものの区別よ句も，共』ζ学び

あっていく集団のみが存在する。その申で一人一人

が自己変革していくのではないだろうか。それはじ

っく句と水がしみわた句，何年かたってみたら，小

さな芽が少しずつ顔をのぞかせてくる。ふ向かえっ

てみて初めてその成果が少しづつでてくるものでは

ないだろうか。

段後IL学級生の次の文を紹介してしめくく句とし

fこし、。

『差別と言 弓乙とは， '"ぜおこるのかと思ってい

ました。昨年から識字学級に参加してはじめて，

〈わしい歴史をし った。すがたかたちにもあらわ

れもし伝い事脅きらって，結婚まではんたいする

ような人までいる。そこで私の言いたい事はいろ

んな事を身につけて， どこにでもどうどうと出て，

ひけめをかんじないように，おそまきながら勉強

しましょう。みなさん手をと句ゐって立ちあがろ

うではめ句ませんか。』

姪浜公民館では，この学級の他に， 同和教育振興

会事業の指導助言や全館区を対象とした指導者のた

めの同和教育研修。また各学級の申てeも同和問題K

ついての話し合いをもっている。

今後の展望としては，地区を対象とした学級をさ

らに深化させ，解放の力を養うとともに，全館区を

対象とした同和教育学級も開設したいと計画してい

る。しかし，常勤職員一名という申での限界のカベ

をど弓打彼っていくかという事は，一人公民館主事

の力量の問箇を超えた社会教育行政の「力」を借灯

なければならなし、。それは決して責任を行政におし

つけようという怠味ではなし、。白からの「差別」状

況からの解放を主張できない者IL，他人の「差別」

からの解放伝どできうべくもないという 事からであ

る。その意味でも不足がちな予算の申で もき ていた

だいている講師・助言者の先生万に謝意を表し今後

共ともにガンパリたいと思います。完全解放のHま

で一……。

都市公民館にi;、ける家庭教育

福岡市 香 推 公 民 館

1 .対象区の概要 2.公民館経営の目標

香准公民館区は，福岡市東部に位置し昭和 30年 社会の急速な進展にともない発生する諸問題を正

4月福岡市に合併。館区面積 10.85 km'，福岡市の しく判断できる平和的な国家社会の形成者の育成を

住宅地減であ句，大学 2校，高校4校をもっ文教地 如し，地域住民による自主活動を助長し効率的な公

区でもある。 29町内，世帯数6.40 0日，人口22.450 民館経営を目僚としている。

人の館区である。
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3.公民館職員と運営組織

館長 1(非常勤) 玉 事 1 (常勤)

管原人 1 (非常勤嘱託)

(d) 成人対象各極講座の開設

(e) その他各額講演会の開催

6.香椎公民館区における家庭教育

館長→主事→管理人

↑↓ 

公民館運営審議会

4.公民館施設の状況

独立建物木造 1部 2階建築後5年経過

講堂 90.7 5，，( 会議室 16.5，，( 談話室 12.3 7，，( 

和室 33.0，，( 事務室，管理人室，倉庫他

毎日の家庭生活の申での両親，家民家庭の与え

る影響が子どもの人間形成の方向を左右する 乙とか

ら昭如 39年度よ向次のような家庭教育学級を主

軸として館区内の家庭教育を推進しているが，その

他の学級(婦人学級， 高令者学級等 )においてもそ

の課題の申K家庭教育と関係のあるテー?をと hih

げ学習を進めてきた。

総合計 295.35，，( また，その意味で，第 3日曜の『家庭の日』の惟

5.昭和 48年度事業内容 進については広報によ る啓蒙 と合わせて各極会合の

(a) 団体指導者との研究討議の機会を設け社会教 機会をとらえて『家庭の日』の実践強調を進めてい

育関係団体の運営活動の適正と推進をす。 る。

(b) 各題学級の開設

家庭教育学級 高令者学級 婦人学級

政治学級

(c) 地減ぐるみ青少年育成協議会の結成とその育

日記

その他の学級として，婦人学級 ・高令者学級 ・く

らしの学級位どを開設し，その課題の申K家庭教育

と関係あるテー?を と句あげ学習を進めた。

年 次 別 家 庭教育学級一 覧

開設
対象者 学 習 目 銀

受講 1

floJ宣 者数

39 小学生の親 子ども の喜美けについて家庭(母親)はどうあるべきか。 6 5 

40 
小中学生の

子ど もの発達に応じた家庭での教育について態解を深めよ う。 7 0 
母 親

40 
幼児を持つ 幼児の心血!と族けについて学ぼうo 4 5 
母 親

4 2 中学生の親 申学生の心底!を考え喜美について家庭ならびに親はどうあるべきか。 6 0 

43 小学生の綴 家庭における教育的機能と教育の責任について。 6 8 

44 申学生の綴 中学生の心J!llを理解し家庭教育担当者としての知識を深めよう。 6 3 

45 
小 市学生 健全なる子どもを育てるために教育上の諸問題について理解を深め綴とし

6 5 
の 親 て自信にみちた態度を身につけよう Q

46 同 上
よい習慣を親子とも身につけ， 母と して家庭教育の担当者としての自信を 6 0 
習得しよう。

47 小学生の貌 真に子 どもを理解し家庭教育の担当者としての知識を身につけよう。 6 5 I 
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(凶 学級の学習計画立案の経過

各学級とも事前に学級受講経験者 ・学識者・

関係団体役員など 10数名の学習計画立案委員

会を組織，地域住民の要望に応じたテーマの設

定に努力した。

(ω 学級運営委員会の組織と活動

委員会の傍成は開設準備委員会を主体に該当

各学年代表者数名を加え組織した。運営委員会

は学習計画全般について責任をもら，募集要項

の対象者家庭への配付，受講者tζ対する年間学

習計画表の配付など学級運営の促進に努める。

運営委員会に次の役割打を定め自主性の養成

を期した。

学級長 → 学級開始・終了の挨拶，その他

全般的な統率。

副学級長 (2)→ 学級長不在の場合の代理と

学級日誌の記録。

出席係(2) → 出席簿記入と点検整理。

連絡係(2) → 公民館との連絡，受講生に対

する通知。

会場係(6) → 対象学年毎の輪番制とし会場

準備と清掃。

(c) その他

1 )開講日毎の通知は児童を通じてその都度配布

したので出席率が良好であった。

2 )募集申込書K家庭・身上関係の 7ンケート記

入を併記したが，受講生の生活思考を把握す

る意味で非常に役立った。
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資料 1
家庭教育学級受講生募集要項

47. 7. 17 福岡市香推公民館

1. 開設の趣旨

家庭教育とは「子どもに対する教育上の爾いを，愛情責任のもと K.家庭という他人が入る ζ とのでき

ない払生活の申で，家庭全体で行なわれる教育ですJ乙のことから香推公民館では，小学校PTAと共催

で 47年度の家庭教育学級を開設し，家庭における子ど もの教育担当者と して，進展と混とんたる社会の

申で，その責任を果す乙とを考えようではあ句ませんか。

子どもの一生のしゐわせは貌たるあなたにかかっています。乙の重大なことをみんなで考え合ぃ話し合

った句することによって学習目僚を達成したいと思います。 C希望の方は受講申込み下さし、。

2 学級開設の責任者 福岡市教育委員会

3 学級実施の責任者 福岡市香縫公民館

4 学習目僚 真花子どもを理解し家庭教育の担当者と して母親の現代的知識と自信を身Kつ付る。

5 開設の時期と時間 9月よ内毎月第 1・第3水曜日 10時から約 2時間， 48fE2月末まで。

6. 開設の場所 香椎公民館ホール

7. 受講対象者と受講定員 小学校低学年の母親で 10回以上継続して出席できる方K限る。 60名

8 学習内容 (イ)子ど もの性絡を知ろう (吋子どもの生活習慣について 付子どもからの質問の受けと

め方と親の態度 仲家庭学習と宿題 的読書すきな子どもにするには 付できる子・で

き伝い子とは?学力についてどのように考えるか (刊子どもの発育と健康管理について

例両親の家庭での役割句 (リ)外国の家庭生活と家庭教育について ω申教審答申による教

育児ついて ω社会に適応する人聞の育成 (勢家庭教育と学校教育

9 講 師それぞれ専門の講師を予定

10 申込期日 7月21日までに下記申込書によ句，教頭先生か各担任の先生まで申し込み下さい。

11. 開講式開講式を兼ね第 l凹の開設を 9月6日 10時から公民館で行ないます。後日各人宛受講許可

を兼ねて通知します。

12. 費 用受講料は不要

家庭教育学級受 講申 込書

子
|生年月日 大昭和正ど 氏 名 年 月 才

も
学の 郵便の届 公称名 福岡市東区大字 番地

電話
年 く住所 通称名 福岡市東区大字 町 区 組

職 業 本人 | |主人 | 家業

組父組母父母夫妻 子供 幼児 人小 学人 申学 人
家族状況

組 子供人その他 人 合 計 人 内訳 高校人 その 他人 合計 人

そ 0) 他 公民館の学級 ・講座 ・その他催に出席 した乙とが ある ない

意 見

希 望
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資料2

昭和 47年度香椎公民館家庭教育学級学習計画表

福岡市香推公民館

学習自際 氏6ζ 子 どもを 盟解し ，家 庭 教 育 の 担 当 者として母視の現代的知越と自信を身につける。

回数 実施月 日 学習 2盟組 学 習 内 容 学習方法
時間 講 fll~ 

世 助 言 者 鏑 聖

l 7/5 開設打合せ
学世内容の検討，学級辿m'，倒1世田IJlflI， 時間

その他意見の交換
話し合い 2 

申尾館長

大崎主Ul

。輩出教育とは，その必且itt，その役m内
大学教授

闘訓式と 。家庭教宵0)13際とするもの 。現代社会 話し合い
2 9/6 輩出教育について とま躍の役;刊 η 。学佼教育と社会教育 講義と白焼

3 徳永 至

。学級生0)心がまえ
公民館長岡主事

子 どもの性栴告知
。発達段階とf.!柏形成 o能力と醐fJ

大学教侵
3 9/20 。倒刊の発見とその{I!Iし乃 講義と質疑 2 

ろ今
o子ど もの持つ学力と将来

関針夫

4 10/4 
-fどもの生活i'In'! 。愛情ある養護 o JlJl榊ある指導

講義と話し合い 2 
私立教育研究所

民ついて o自己修制 8ωI~t I=l出兇

10/18 
Ilfd組出家庇での役 。子は裂の鏡 o税'"冊言の教育者

上 上s 
別 内 。却と子の関係 0)(税のあ均五 FnJ 3 )，.11 

子ども からの質問 oどんな受けとめ古をするか

6 11/1 の受けとめ古と税 。組白書える刀法 。質問田内容 同 上 3 /JiJ 上

の態度 o容えるII1lIlt

。主主位教育とま低学習 o家庭学習の特質
，]1例の訴し合い 小学校長

7 11/15 家庭学習と宿題 塾家庭教附の|町凶 o耐幽と予習復苦手 3 

。勉強好きに導〈五法
i調義と質疑 佐々木敏

説出好き在子ども
O i抗{~}の必嬰性 o読書好きにす る伸しB

学園盟副
8 12/6 oどんとま本を説ませるか 講義と質疑 2 

自ζτる児は
。マン ガの取扱いは

長井崎之

できる子できない o学力とは何か o学力由実態は

9 12/20 子学力ιついてど o知能テスト と学力 o戦前戦挫の学力観 同 上 2 大学教綬

のように考えるか o学力をのばすためι 開計夫

o健郎官躍のため白家庭での工夫

10 1/10 
子どもの発育と位

脱官盟

。体位と体力の 7ンパランス

。虫歯・近視 ・肥満児の附加
同 上 3 

短大教授

有沢 Jl(j 

o成熟期の早ま 句 o子ど もの能力と健康

申教審白書申を知
。乙れからの学校町教育

大学教綬
11 1/17 。子ど もの情傑教育 o申教事答申を受け 日1 上 3 

ろう
とめての当面白教育を考える

秋枝蘭子

舛国の家庭生活と
。ョーロ 7パ4ζおける家庭教育と家庭生活

話し合いと 大学教侵
1 2 2/7 。日本町家庭と外国の家庭 2 

家庭教育児ついて
o舛園町道徳教育白書態

講義と質疑 執行嵐

問講式とまとめ 。反省とまとめ，今後について
申尾館長

13 2/20 社主任遁応する人 oのぞましい人1111像 1司 上 3 

聞の育成 。しつけιついて 大峰主事

備 考
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グループ.サークル活動を育てる

春日市は福岡市のベッド空 ウンとして近年急速な

発展を遂げ，県下第二位の人口密度とな h昭和47

f!o4月 1日よ町市制を施行し，住宅開発，道路問題，

下水等各面の問題が山積している。加えて先住者の

数 10倍の後住者があ向，職業も，生活相も多額多

様である。『健康で文化的な住宅都市の創造』の合

言葉で除々ではあるが動き出して いる。

中央公民館を利用する各グループサークル活動に

ついて，その実態を記して，皆様方のと批正を仰ぎ

fこし、。

消費生活の向よを願う『ぼけの会』

申央公民館で料理学級，生活学校の修了式後 「乙

のま〉別れて学習を申断する乙と はほんとうに惜し

い。生活に直結する知識・技能を更に収得し， これ

を近隣にも広げよう」と昭和 46年 4月に『ぼけの

会』が発足し，会員約 30名で知的にも，技術的に

も粒揃いの 30代の主婦で権成してい る。毎月第 2

日曜日に申央公民館で例会を開き，巌近では外部か

ら講師を飽き，学習・実伎を研修し，冷凍食品工場

・パン工場を見学し，申学生の弁当調査とそ の処理

を終え，年末年始の物価調査等を実施している。

運営は会則第 3条の趣旨K賛同する者，(2)この会

の運営は会員の自主運営とする， (3)社会教育機関の

助言を適宜に受けると伝っている。

地主義の使で 4班編成とし，各班から役員を選出し，

学習の企画，準備指導は当番班の責任である。

生活を長期的展望と徳造的視点から設計するため

の学習編成。ζ着目するようにとの要望がめる。

大きなilみに燃える『はすの会』

青年学級を修了した同志が相集句，よ句 高い消費

生活，食生活の科学性を探求し，会員相互の親睦を

はか町， 実践活動を通じて地域社会に寄与しようと

春 日 市 申 央 公 民 館

いう会である。

主事と全員が話し合ι、，カリキュラムを検討椅成

し，若人の情熱で実践 ・反省し，毎月 2回の例会を

持ち学習を続けている。若きが誇る明朗活達な自主

グループであり，又青年学級のよき後援会的存在で

もある。

菊の神掛に酔った『春日市菊花協会』

菊愛好者の集団で，各町毎に支部長を申核に研修

会を進め，格別熱心な会長が各支部を巡回指導をし

ている。 毎月第 3日曜日は公民館で各期の栽倍技術

の講習を続け，適期に大家の栽舗を会員の親睦を兼

ね見学に出ている。毎年 11月3日前後 1週間を会

期として，大菊花展を開き，組鉢・ 単鉢 ・その他の

申から，審査員を矧き，各優秀者を選出し，天質・

地賞・人質・ 佳作を贈っている。

会員 49名の出品する菊花展は香句・色彩と共K

豪勢で一大偉観である。

大自然を小鉢に求める『盆栽クラブ』

盆栽が好きでならない連申の者で会費 2.400円

を出している。総会でまE閲行事を決定し，毎月第 2

日曜日を例会とし，例会の前には必ず役員集合して

日程の精密な企画をしている。

会員申の特伎者が講師とな川講義と実技を指導

し，文会員の体験発表をとfし相互研修のよき機会と

している。会員の親睦を兼ね見学会を催し大いに見

聞を広め，用具・用土・種苗の共同購入をなし絡安

で分配した1)，交換会も催している。

毎年秋公民館で大盆栽展を催し市民から好評を得

その底辺拡大の一助となっている。公民館全域の庭

園樹木の手入は技術の収得実習を兼ね奉仕事業の一

つでめる。別途に闘場を借用して，市の緑化の一助

として育苗を続け新築家屋に贈る予定である。
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減少の鳥を嘆く『愛鳥の会』

都市的要素の充満に伴ぃ，自然がこわされ今めっ

き円減少した鳥の姿を求める愛鳥家が自然発生的に

輸を広げて作った会でめる。

会員が胸K秘める愛鳥談!! ほほえましい話，涙

ぐま しい話， 自己と鳥の一元化の話，会員の対話は

夜更けを忘れて語句明かす。烏のため得難い大きな

味方である。森野の減少と共に少なくなってきてい

る野鳥の分布状態の調査中である。

洋鳥飼育の特技者も発言が強い。

自分で作る喜びの 『木彫クラブ』

のみも鋸も持った乙とのない主婦由主木彫のよさ

にと句つかれて，毎週木曜日に木彫の基礎から指導

を受け，今では素晴しい作品がある。満 2ヶ年の修

養を記念して，一般公開すると共に即売会を行なし、，

その収益金を春日市福祉協議会に寄贈して， さらに

自己研修に精進をしている。

想いを絵筆にのせて 『絵画クラブ』

余暇を見い出し絵筆をと句，よ内高い美術へのあ

こがれを燃し続ける主婦由主毎週金畷自に講師の指

導に熱心に応えている。毎年公民館主催の美術展に

展示し，次第に高まる美術への償僚を爆し，他日の

成功を祈ってやまぬ。演劇・ 楽団等の文化クラブが

公民館を利用する日が近い事を楽しみに待っている。

大野城市に bける少年教育

わが国の公民館は，戦後の混乱の閉から，社会教

育胞設と して発足し 27年を経過したわけである

が，現在の社会状勢は都市及び都市近郊の過密化，

)，'!i山村の過線化の両面が現われている。

大野域市においても人口の過密化，産業の急速な

伸びによ句消費活動の多様イじ交通通信機関の発達

等家庭 ・職場・地威社会の生活で社会教育において

新たに対処しなければならない畿多の問題をなげか

けてお円，今後の公民館の果す役割jは極めて重要な

位債をしめているといえよう。

乙のような社会情勢の申で，社会教育をどのよう

に位置づけ推し進めて行〈仇多〈の難かしい問題

点を もっているが，常11:地域社会の実態を把握し，

どんな環境にも即応できる人間形成に向って，社会

教育を進めていかなければならなし、。

市の11況

大野減市は福岡市の南に位置し，西鉄大牟回線，

国鉄鹿児島本線，国道 3号線，県道5号線，下白井

大 野 減 市 申 央 公 民 館

-仮付線が縦貫し， また九州縦貫高速自動車道路，

福岡南パイパスが建設中であ円，市の申心部は，主

要鉄道・道路が集申している。

交通の発達ととも広大都市福岡市の勤労者のベ

ッド・ 9ウンとして，いたる所で宅地造成工事が行

なわれ，人口は地加する一方でゐる。

市内居住者の弓ち，在来の住民は現症の人口(4 

万人)の三割にも満fこ1.;い状況でeゐる。

少年教育

以上のようとf社会情勢の申での少年教育は重要か

つ不可欠なものである。

本市においては，少年を対象として全地域に子ど

も会，市内各小学校児童による少年少女合唱団，児

童向夏期講座等令行なっている。

いずれも学佼教育から解放された児童を，社会教

育の立場からとらえ，仲間づく円を申心とした事業

を推進している。
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(1) 子ども会

終戦ととも K，米軍は日本各地に基地をつく っ

たが， 本市にも春日原基地ができ，その玄関が市

の白木原氏位回し，ベース通句として繁栄したが，

同時に米軍相手の乱れた風俗K，子どもを持った

殺が立ちあが1)，将来のに伝い手である子ども 逮

を非行犯走 らせずに，明るく健康な子を育成する

にはどうしたらよいかという 乙とで生れたのが子

ども会である。

白木原地域の子ども会の誕生を契織として，各

地区の子ども会を育成し成長させていった。

王位活動としては， 子ども会大会，胞設内での

イングループリーダー研修会及び宿泊研修，屋外

活動研修などで区の子ども会での 1)ーダーの研修

会を行伝い， リーダーの養成舎はかると 共に，そ

れぞれの単位子ども会の充実をはかる一方，子ど

も会の指導。ζ当る指導員は各区から数名選ば九

子ども会指導員連絡協議会として，市教育委員会

と月 一度の定例会をもち相互の連絡調整をはか h

またl&子 ども会の活動を活発にするため，指導員

の研修会を行なっている。

現庄子ど も会は大きく成長しているが，今後は

更に子 ども会で育ったジュニア リーダーの養成に

も力を入れとよければならなι、。

(2) 少年少女合唱団

市内小学生 HE-6年生(男女共)を対象とし

て募集し，現在 50名の児童が毎週水曜日の午後

5時-7時まで元気に練習をしている。

昨年は全 〈初めての試みではあったが， 子ども

達は熱心で，雨の日も風の日も，友達民会弓のが

楽しそうである。

主な活動は福岡市の合唱団との交歓会，文化祭

の発表会出演， 子ども会大会での発表等社会教育

行事の機会 品るたびに出演させる乙とによって子

ども達の意欲を高めている。

また市文化連盟にも加盟してお川今年度は西

日本地区少年少女合唱団連胞にも加入をする予定

である。

(幼 児童向夏期講座

児童の夏休み期間申 7月 25日- 8月 31日

までの悶，小学生を対象として行なっているもの

で，乙れも 47壬E度から始めた講座である。絵画

・昆虫 ・値物・ 工芸教室とわけているが，市内の小

学校児募集すると満員になるほど人気があった。

学習は各科目Cとに 10回程度ではあったが，

学校とはちがった， 自由な勉強であ円，他の学綬

の児童 とも仲良し花なって大変楽しそうであった。

以上のように地威子ども 会あるいは学習を通し

て，お互いが協力し，助け合いながら楽し〈学び，

仲間づく句ができるよう今後とも努力争していき

合唱団が結成されたのは 47年度である。 1.こも、。
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公民館にj己、ける老人大学とのとりくみ

(昭和 47年度の反省に立って}

前年度は募集の対象地減が 6市4郡というあま

句にも広域であった乙とと，募集時期が，他の 4ケ

所の開設地区よ内 3ヶ月余も遅れて発足するといっ

た特殊事情のため，煩雑さとあわただしさとが重な

打合って，学習計画』ζ対する+分な検討のいとまも

なく， また教育効果を高ひるための環境整備への配

慮の余裕もなかった。その上開講時期の遅れから学

習計画へのしわ寄せがきてヶ月聞に6園児及ぶ

無理な受講日の設定をせねばならない羽自になった。

しかし，公民館職員の協力によって 9月 1日か

ら学習に入ることは出来たものの，社会教育の立場

から眺めた高令者教育としては司決して満足K恩え

るものではなかった。

その第 lとして，受講者の自主運営の態度をもっ

と引き出すべきであった。

~2 は， あ主句 K も学習面にのみ片寄句過ぎた学

習課題で，教育的な俣野から見てゆと向のないカ リ

キュラムであった。

第3は，受講者は初対面の人が多しこわばって

いる人間関係を少しでも早〈和らげるため，初期の

学習課題の申にくつろいだ気持で学習の出来る史蹟

燃w'$?取内入れるべきであった。

第 4は， 自主運営の基盤になる自治会の組織機績

を当初か らヰ装備して，開設の全期間を通してその機

能が十分発衛されるための配慮が足句なかった。

第5は，特別に目立つまでには至らなかった前

初期においては学歴・経歴・年令などからくる違和

惑が感せ・られないでもなかったの乙の点に対する事

前指導の必要を感じた。

第 6は，前置やまE令などにこだわる乙とと((，学

筑 紫 野 市 申 央 公 民 館

習始めの歌唱や疲労回復又は気分転換のための軽い

体操など，指入すべきであったの

第 7は，受講者についての事前調査ができなかっ

た。己む得ないことであるが，開設直後に実施して

事後における学習指導やその他の参考資料となすべ

きである。

紙面の関係で以下は省略して，上記の項目の巾か

ら2 ・3についていくらか具体的に述べることにし

Tこも、。

( 1 )老人大学講座は高令者教育の場であって，一

般に公民館で行なわれている自主的な学習グルー

プとは，いささかその性格を異にしたものとして

とらえるべきでめる。従ってそ乙では，人間形成

の場としての教育作用が行なわるべきである乙と

も当然である。

言 うまでもなく，豊かな人生経験をもった先輩

に対する敬けんさは必要であろうが，度を過した

お客さん吸いはかえって，本講座の精伸を煩弓も

のであろう。可能伝範囲において，大いに自主性

が発部されるように本講座の運営面にも考慮すべ

きであろう。

乙、に自治会組織の重要t.;.意義が考えられる。

しかもその自治会の役割分担には一人でも多くの

受講生が参加できることが望ま しL、。

このことは他面，専任の事務者のいない場合，

兼任職員の事務面やその他の雑務に対する 負担過

重を軽減して〈れる，所謂一石二鳥の役割を果し

てもらう乙とにもなる。

蛇足ではあるが，本年度における当講座の自治

会情成に対する参考資料の腹案として(もちろん
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自治会の内部樹茸は当然自治会員の手によ って考 乙の州E役員会 は随時必要に応じて行な弓 n

えらるべきである[2)前 年度 の反 省評価の際や文集の申にも出てい

1 会長 ・副会長 運営委員会との速けい

2 総務委員会 各委員会の連絡調整

3. 会場委員会 会場の準備，後始末

4 掲示委員会 (老人大学専用掲示板設置)

運営委員会及び自治会からの通知事現

ニュースの提供，写真の添付

老人向き書籍の紹介，その他

昌 広報委員会 自治会報の編集発行

6 記録委員会 自治会の記録，講腹日誌記録

7. 図書委員会 図書の貸出し，図書貸出し簿

の樫理，図書棚の整理

8. 受付委員会 総ての場合の出欠調査

出席簿の記入と穂理

9 レヲ委員会 レクの企画実施

る乙とであるが，老人達は長 い人生経験をもって

いるので，お互いに体験談を諮る機会奇切に希望

されている。それぞれの学習の際事例発表として

取内入れたいのである杭制約された講義時間内

では，その余裕がないので，本年度は討論会を学

習課題の申K織内乙んで意見発表K花巻咲かせて

もらう考えである。あるいはパネル討議花形をか

えるかも知れないが，なんらかの形で受講者の発

表欲求K答えたいものである。

震後に急激な社会栂造の変化K対処する社会教育

のめ h方についての社会教育審議会答申の申にある

今後の高令者教育のあ 句方の末尾花 「高令者が学習

を楽しく継続し，自らの生活K生きがも、を見いだす

ためには，家庭および社会のめたたかい思いや町と

外K選侭コース 81JK委員を設置 ゆきとどいた援助とが望まれる η 」と結んであるが，

更に自治会の充実をはか内，その綴能を発衛す 運営委員会と して，学習計画の実胞と平行してどの

るためには，午後の選沢コースを休講して開設期 ょうとE配慮をなすべきかについての研究も進めるべ

間申に四回の自治会を開催する予定。 きであると思弓。

公民館運営審議会の運営と問題点

1.篠栗町の概要

面積 3 8.94 Km' 

人口 1 5. 4 9 8人

同数 3.7 4 2声 (農家戸数 11 % ) 

社会教育施設

申央公民館鉄筋二階鐙l.045m'

部落公民館 2 0分館

町民プ-)レ 25m  6コース

町民体育館 2. 1 1 7 nl 

粕 屋 郡篠栗町申央公民館

2.公民館運営審議会委員設置状況(10名〉

区 分 氏名 公通告 職業

学校の長 A 申学校長 教職員

団体代表 B 体育指導員 国家公務員

〆〆 C 分館長 同 上

H D 分館長 会社員

11 E 分館長 商業

11 F 育主E団員 農業
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区 分 氏名 公 務

|叶体代 表 G 青年団副団長

〆〆 H 婦人会長

学識経験者 議会議長

11 J 議会委員長

:3 .公民館運営審積会開催状況

(1) 年間 5回開催

(2) 昭和 47年度諮問事項

職業

会社員

無職

無給

無職

1公民館の年間事業をどう進めるか。

2町民プールの活用をどう図るか。

3新，没町民体育館はどんな続怨で進めるか。

4. '~á:学級の宿泊研修をど弓 計画したらよし、か。

5.子ど も会連絡協議会の結成をどうするか。

6同制教育の町内指導者をど弓育成するか。

7優良青少年の表彰基準をどうするか。

8成人式はどうあるべきか。

9社会教育団体の徳助事業J立どうあるべきか。

10公民館の事業予算をどう配分するか。

(3) 当町の公民館運営審議会委員は，町社会教育

委員を兼任しているので，会合並びに審議の議

題も混然としている。即ち館長の縞聞に応ずる

審議会委員と，町全般の社会教育に関する諸計

画を立案する社会教育委員の両者の職務を混交

した会ととfることは組織上1.1:むを得な L、。

M人 ・青年 ・老人を対象とする社会教育につ

いては，年度当初，社会教育委員K諮問 し，そ

の答申を資料として，教育計画をたてている。

公民館運営審議会には，公民館事業として，

たとえば悶和教育懇談会，社会教育団体と町執

行部懇談会，および多数の協力を必袋とする公

民館主催体育行事について，その都度協力を受

けている η

4.問題点

(1) 法第 16条で公民館運営審議会委員をもって

社会教育委員に充当できる乙とになっているた

め，人件費節減の見地から，充当の万法を係る

のは当然である。

館長の諮問に応じ，公民館のみの事業の企画，

実勉につき調査審議する審議会委員と， 地域全

般の社会教育児関する諸計画立案を職務とする

社会教育委員とでは，事務の性絡，責任の軽重

に大きとf格差があ町，乙の二者そ兼務させるこ

とは，その職務をあいまいにし，文職域が広大

犯すぎ，二兎を追ってー兎を得ない結果となる。

(2) 町内全ての委員報酬仰は， 首長においてその

職務の質・量を勘案し，また近傍町村と協議し

て決定してお 句，本町における審議会委員報酬

はa:額 4.5U U円で，使用弁償は認められてい

ない。乙の金額では年問 5閲の召集は慌であ1)，

調査研究を委嘱する伝どは遠〈及ば往い乙とで

ある。

(3) r学校教育と社会教育は車のl両輪」とはよく用

いられることばであるが，町の教育行政の申で

は，社会教育は全て公民館運営審議会委員に一

任さ れた観があ1)，教育委員会は乙れに関与せ

ず，むしろ見下す現状でめる。報酬額 48.000

円の教育委員と， 4.5 0 0円の運営審議会委員

では，町自体がその地位，職務K格差をつけて

おり，社会教育軽視の実態如実なものがある。

社会教育を学校教育児遜色ない 一輪とするた

めには，むしろ屋上屋の観める運営審議会委員

制度を廃し，その申K含まれる優秀な人材と財

源を教育委員会の強化にふ句むける乙とはでき

uいものか。

以上
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那珂川町公民館の事業と経営

1 .都珂川町の概要

本町は，町村合併促進法によ句，昭和 31主E4月

1日， 旧南畑 ・岩再 ・安徳の三カ村が合併して生れ

たもので，福岡市南部氏隣緩い背振山系11:源を発

し博多湾に注ぐ清流那珂川の流域に広がる，面積

7 4. 1 7 Jcm'，人口 13，789(世帯数 3，4 8 6 ) 

の町でめる。合併当初は山林が 60 ~長と いう純鹿山

地滅であったが，福岡市のベッドタウンとして，宅

地開発と共ι 急速に都市化が進んできた。本町民

の生活調福岡市との合併も時期の問題であるといえ

ょう。

2.公民館経営の目縁

生涯を通じて自主的11:，生活に即して知識技術を

学び教養を高め，さ らに豊かな情操を養い常に広い

視野で，主体的に判断し，人間尊重の精神をもって

協力しあう，地域連待感の強い，身心ともに健全で

たくましい社会人の育成をめざし，明るく美しい豊

かな地威社会の形成につとめる。

町公民館の1lfi設と職員体制

(1) 申央公民館の抱設

町立福岡女子商業高校の旧校舎を臨時的に使用。

敷地面積 5. 7 1 2 ttf 建pi'9 3 3. 5 ttf 

事務室 1 大会議室 1 小会議室 l

講座室 1 料理教室 l 管理人室 l

講堂兼体育館 1 倉庫 I 便所 2

(2) 職員体制

1名

公民館長 公民館主事 1名

| 社会体育主事 1名

管理人 1名

公民館運営審議会委員 1 0名

筑紫郡那珂 川 町 申央公民館

4.昭和48年度事業の内容

O指導体制の充実

(1)指導者の資質の向上

イ，申央公民館職員の研修一一各研修会参加

ロ， 部落公民館長 ・幹部の研修会の開催

ハ，社会教育関係団体幹部の研修会開催

(2)人材の発飼養成と協力体制づく句

O部落公民館の事業内容の充実促進

(1)地続連帯意識の高揚巻めざす活動の促進

イ，あいさつ運動

ロ， 環境美化運動一一道路 ・JlIの清掃，花植え

ハ，部落運動会

(2)子ども会活動の促進

(3)趣味教養巻高めるための同好会学習活動

O生涯教育の推進

(1)幼稚園児母親対象の家庭教育学級…… 3

(2)小学校低学年生の母親対象の家庭教育学級

(3)青年男女対象の青年学級… ..1 

(4)一般婦人対象の婦人教室…… l

(5)高令者学級 (高砂大学講座 )・・・… 1

-・・1 

0社会体育の振興 (健康体力の地進，連帯意識の

高揚，体育の日常化推進)

(1 )オリエンテーリング大会…・・対象ilUI1:2図

(2)各スポーツグループの育成

(3)子ども会交流パレーポール大会の開催

(4)水泳教室……子ども水泳教室，婦人水泳教室

(5)軽スポーツの普及

(6)柔剣道大会

(7)体力測定・・一 成人男女
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0社会同和教育の推進

(1)同和教育の趣旨の徹底

イ，町議・部落長 ・公民館長 ・社会教育団体

幹部等の研修会の関催

ロ，各種の学級講座に同和教育のくみ入れ

ハ，部落別懇談会の開催

(2)同和地区成人学習活動の育成

O背少年の健全育成

(1)子ど も会活動の充実促進

(2)青年集団の組織化促進

イ， グループリーダーの研修助成

回 月 主な学 習 内容

1 7 児童観と 子どもの心理

2 8 子どものしつけ万

3 9 子どもの知的生活の発達

4 10 子どもの人格形成と家庭

5 1 1 子どもの遊びと社会性

6 12 子どもの筒随行動と対策

7 l 就学前の子どもの準備

ロ， グループの交流会の促進

5.具体的活動事例

公民館における婦人教育(昭和 47年度)

(1) 家庭教育学級

・趣旨 子どもの成長と幸せを願ぃ，発育段階

に応じた家庭教育の基礎知識を修得し，子ど

もが心登かに育つように，母親がともに語句

考え，そしてともに学ぶ場として家庭教育学

級を開設する。

ィ，幼稚園家庭教育学級 (3学級)

南畑 (30名) 岩日(30名)安徳 (36名)

学習方法 学時間習 講 師

講義 3 九州芸工大
パズセッション 大村英子

同上 3 向 上

同 上 3 向 上

向 上 3 向上

同上 3 向 上

同 上 3 同 上

同 上 3 同 上

ロ，小学校家庭教育学級(低学年母親対象 )....・ H ・-略

(2) 婦人教室 (一般婦人対象 3 6人)

回 月 主な学 習内 容 学習方法
学 習

講 師
時 間

1 7 婦人とことばづかい
講 義

3 NHK 早苗俊治
パズセッ ション

2 8 ことばづかいと子どもの教育 同 上 3 
福岡市鳥飼小

笠 文 七

3 9 こどもの言語生活の発達と母親の心情え 同 上 3 NHK 阜商俊治

4 1 1 やすらぎ荘見学と秋月史蹟めぐ句 8.0 秋月公民館
田尻八郎

5 12 部落差別の現実と同和教育
講 義

3.0 
部落解放同盟県連

パズセッション 高田繁

6 1 部落の歴史と同和教育 同 上 3.0 同 上

7 2 軽スポーッと体力測定 7.0 

'-----'---
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(3) 高令者学級(高砂大学講座)男と共学

・趣旨 高令者の方へ学習の機会をあたえ，身

体的精神的能力の維持発展を助長し，受講生

回 月 主な学習内容

1 7 老人の健康と食生活

2 9 長寿への心結え

3 10 老人と社会生活

4 1 1 老人の心のよ hど乙ろと宗教について

5 1 2 家庭における老人のあ何万

6 1 音E港のおこ句と悶和教育

7 2 日本内外の情勢

8 3 秋月の史蹟めぐ内

6.経営上の諸問題

(1) 中央公民館をはじめ体育館・プール・運動場

等の建設と職員体制lの充実

が相互の人間関係を深めて， よろ乙ぴと自信

をもって生きがいある生活を創t)t.ごされる乙

とを目的とする。

学習方法 学習時間 講 師

講 義
3. 5 筑紫保健所

話しあい 諸富敏子神谷ミツヱ

同 上 2. 0 僧多ピルクリニ ック
安絵昭道

同 上 2. 0 
県社会福祉協議会

小国剛

同 上 2. 0 南蔵院住職
林覚雅

同 上 2. 5 福岡教育大
僑田義雄

同 上 2. 0 
部落解放同盟県連

組坂若記

同 上 2. 0 
西日本新聞社

益田憲吉

8. 0 秋月公民館
田尻八郎

(2) 部落公民館活動の活溌化の方策

(3) 同和地区における各種学習活動の促進策
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昭和47年度福岡県公民館連合会事業報告

1 昭和 47年度の重点目標

(1) 連合会組織の強化につとめる。

(2) 公民館駿員相互の研修活動を促進する。

(3) 渉外活動の主主充を図札公民館振興の世論の高揚Kつとめる。

(4) 公民館活動振興のための情報・資料の集提供につとめる。

2. 主念実施事業

(1 )諸会議

会議名 月 日 場 所 内 容

監 事 メ~ 5月19日 文 字
昭和46年度福公達一般会計及び第19回福公

連大会会計監査

6月24日 婦人会館 第20回福公連大会について

o昭和48年度事業計画案・予算案の作成に

10月 9日 九州相互銀行 ついて

o第24固九州公民館大会について

現 事 バZb玄h o特別委員会報告

11月25日 日本生命ホ ール o九公連大会予算について

o吉久副知事講演

o第24回九公連大会について

3月22日 婦人会館 o第21回福公連大会について

o公民館図書部協議会!I:ついて

o昭和46年度事業・決算報告

5月23日
o昭和47年度予算案の修正について

1/ 

o特別分割金の取扱いについて

o規約の改正について
評議員会

o昭和48年度事業計画案及予算案陀ついて

3月22日 1/ o負担金について

o特別負担金について
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会議名 月 日 場 所 内 容

公民館職員
研究 ・ 委嘱 9月 6日 視聴覚ライブラリー o研究 ・委嘱細目の検討
代表者打合 会

o昭和48年度予算案の修正について

1 0月27日 1/ o特別分相金の取扱いについて

特別委員会 o福公連会則の改正について

1 1月14日 1/ o第24回九公連大会について

12月23日 福岡出張所

公民館職員研究 研修会の会場 ・日時等の検討
集会 打合会

1月29日 田川出張所

教育 長との
1 1月27日 三 和 ビ ル 地 階 県費補助金増額陳情

懇 談 ぷ'"λg 

公民館史編きん
3月30日 那 ノ 津荘 公民館史編さんにかかる打合せ

委 員
，c.、
7s 

(2) 研究 ・研修関係

① 第20回福岡県公民館大会

7月6日-7目、行橋市民会館を主会場』として、 ζれらからの公民館の実践的方向を明らか

』とする乙とを趣旨として開催した。

第 1日は、 3部門.14分科会に分れて参加対象別に研究討議奇行ない、第2日目は、大会式

典、表彰式のあと、兵庫県西宮市教育長 刀称館正也氏による「明日を自11る公民館の新路線J

と包する記念講演、全体会において宣言決議を採摂して閉会した。

地元関係者の積極駒な協力と 1，300名に近い参加者を得て盛会裡に終了した。

なお、乙の大会において公民館優良役職員28名と、優良公民館分館15館の表彰で行なった。

O宣言決議事項と その処理

決議文

わたくしたちは、流動変化する社会情勢に対処し.公民館が社会教育の申心施設として、住

民の日常酔主主習の要求11:乙たえ‘新しい地被社会づくりに果すことについて研究協議した。

教育機関としての公使館は、 その現代自白役割りの憎大き』とかかわらず、施設 ・設備内容 ・職

員体制等、教育要求K対応できない現状であ旬、 その整備充実の早期具体化の必要を痛感した。
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① 

わたくしたちは‘玄大会を通じ‘新しい時代K即応する道を自らの努力Kよって創造し、公

民館の目的にてらし、理念の実践に通進することを誓うとともに、つぎの諸点の実現について

関係諸機関Ii::強〈要望する。

国県花対して

(1 ) 公民館を義務設置する乙と。

(2) 公民館施設・設備の国庫補助を定率化し糟額する乙と。

(3) 公民館職員の養成機関を設置するとと。

市町村に対して

(1 ) 公民館長 ・主事の専任化を図ること。

以上、宣言決議する。

昭和 47年 7月7日

宣言決議の処理

ア 中央関係省庁に対しては、全公速を通じて手交方を依頼した。

イ 各市町村関係者に対しては、文書でも って配布した。

ウ 県段階では、県知事、県議会文教委員、市町村長会、県財政課等に対してそれぞれ手交し、

善処方を要望した。

公民館職員地区別研修会

。北九州地区 2月 16日

o 福岡地区 2月 20日 筑紫野市中央公民館

o 筑後地区 2月20日 久留米市青年の家

o 筑豊地区 3月 6日 田川市総合庁舎

o 京築地区 1 1月30日 豊津中央公民館

① 公民館職員研究グループ委嘱

o小倉中央公民館同和教育研究グル プ

「公民館が開設する掌級・講座の申』とおける同和教育のすすめ方J

o飯塚市中央公民館長・主事会

「変ぼうする社会の申で住民のための公民館玄来の事業はどう展開されるべきか」

o粕屋郡公民館職員研究グループ

同組屋郡における社会教育の発展経過と今後の進むべき方向J

－ 54 －



④ 宮市 査

昭和 47年度公民館実態調査の実施

⑤ 印刷物

「公民館福岡」

⑥ 全公連大会派遣

o期日 11月16日-18日

(3 ) 九公連 ・全公連関係諸会議

区分 dZh玄‘ 議 名

九 第 1回 理 事 会

公

連

関 第 2回卸事会
係

全 第 1回 通常総会
公

連

号早
公連事務局長会議

係

(4) 渉外 ・陳情関係

。県』と対する陳情

期

6 

1 1 

5 

5 

o出席者

日

月

月

月

月

1 47名

メ~ 場

熊本市

" 

東 尽

" 

各市郡より知事 ・副知事、財政課関係者にハガキ叱て陳情

o国』と対する陳情

o会場熊本市

出 席 者

会長 ・籾井 ・森

副会長 ・藤井

会長

藤井

48年度建設予定の市町村長および関係者の協力を得て国?と陳情
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1 収入

項 白

負 担 金

2 県費補助金

3 繰 越 金

4 雑 収 入

d口'>. 計

2 支出

項 日

JZ企玄h 議 費

2 専門部会費

3 交 際 費

4 旅 費

5 人 {牛 費

6 消耗品費

7 事 業 費

8 渉 外 費

9 諸支出金

10 予 備 費

翌年度繰越 金

ぷE主3 計

昭和47年 度 福岡県公民館連合会

般会計決算書

当初予算額 現計予算朝日 決 算 額

1，650，000 1，6 5 0，0 0 0 1，6 5 0，0 0 0 

3 0 0，0 0 0 4 5 0，0 0 0 4 5 0，0 0 0 

8， 0 0 0 28，212 2 8， 2 1 2 

2，0 0 0 3， 8 8 1 3， 8 8 1 

1， 9 6 0，0 0 0 2， 1 3 2，0 9 3 2， 1 3 2，0 9 3 

当初予算額 流用地減 補正予算額 現計予算額 決 算 額

2 9，000 ム 1，605 。 27，395 25，830 

1 6，000 1，605 。 17，605 1 7，605 

10，000 。 。 1 0，000 3，840 

2 1 9，000 20，0 1 3 。 2 3 9，0 1 3 239，0 1 3 

879，400 9，087 。 888，487 888，474 

46，000 2，467 。 4 8，4 6 7 48ι67 

582，000 ム 2，467 150，000 72 9，5 33 7 1 3，1 8 1 

20，000 ム 16，500 。 3，500 3，500 

146，000 。 。 146，000 1 45，900 

1 2，600 ム 12，600 22，093 22，0 93 。
46，283 

1，960，000 。1 72，0 93 2，132，093 2，1 32，0 93 
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昭和48年度福岡県公民館連合会事業計画

1.目標

昨年度にひきつづき‘事業展開の重点目燥を.次の諸点におくととも花、第 24回九州公使館

大会を迎える 』とあたり‘公民館相互の提携を強め、組織の総力をあげて、 大会の成功そ期する。

(1) 渉外活動の拡充をはかり.公民館振興の世論の高揚につとめる。

(2) 地区公民館連絡組織の強化を図るとともに、公民館職員相互の研究活動を促進する。

(3) 公民館活動振興のため、情報活動の充実を図るとともに、必要な資料の提供につとめる。

(4) 第 24回九州公民館大会そ成功させるための組織態勢の強化Kつとめる。

2. 事業計 画

(1)渉外関係事業

イ 補助金僧額のための陳情運動の展開

ロ 知事、県教育長との懇談会の開催

(2) 組織強化、研究活動事業

イ 地区別組織育成ならびに職員研究集会(県内 6地区)

ロ 公民館職員研究グループの委甥 ( 3グループ)

(3 ) 情報活動、資料提供に関する事業

イ 機関紙 「福公連ニュースJ 仮称)の発行 (年6悶)

ロ 「公民館福岡」特集号の発行

(4) 諸大 会

イ 第 2 1回福岡県公民館大会

ロ 第 24回九州公民館大会

ハ 第 22回全国公民館大会

(5) 諸 会 議

イ評議員会

ロ現事会

ハ専門部会

(6) その他の 事 業

イ 公民館職員'.I，らびに優良公民館表彰

ロ 福岡県公民館史の編さん
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1. 収 入

項 目

1 負 担 金

2 県費補助金

3 繰 越 金

4. 雑 収 入

合 計

2. 支出

項 目

1 dZh玄. 議 費

2. 専門部会 費

3. 交 際 費

4. 旅 費

5. 人 件 費

6 事 務 費

7 事 業 費

8 渉 外 費

9 
負担 金及び
分 担 金

10 予 備 費

合 計

昭和 4 8年 度 福 岡県公民館連合会

般会計予算 書

前年度予算額 玄年度予算額
比

増

1，6 5 0，0 0 0 1，9 4 6，0 0 0 296，000 

3 0 0， 0 0 0 3 0 0，0 0 0 。
8.000 8.00 0 。
2，0 0 0 2，0 0 0 。

1.9 6 0，0 0 0 2，256，000 296.000 

較

減

。
。
。
。

。

前年度予算額 志年度予算額 比較槽減

2 9，0 0 0 2 9，0 0 0 。
1 6，0 0 0 1 6，0 0 0 。
1 0，0 0 0 3 0，0 0 0 2 0，0 0 0 

21 9，000 2 6 9， 4 0 0 5 0，4 0 0 

8 7 9，4 0 0 9 0 9，5 0 0 3 0， 1 0 0 

4 6，0 0 0 58.000 1 2，0 0 0 

5 8 2，0 0 0 6 6 2，2 0 0 8 0， 2 0 0 

2 0，0 0 0 20，000 。
1 46，000 238.000 9 2，0 0 0 

1 2，6 0 0 2 3.9 0 0 1 1， 3 0 0 

1，9 6 0，0 0 0 2，2 5 6，0 0 0 2 9 6，0 0 0 
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役名

メ~ 長

副 会 長

理 事

1/ 

1/ 

1/ 

11 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

11 

11 

11 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

g 

" 

福岡県公民館連合会役員名簿

( 47年度 - 48年度)

氏 名 役職名 所 属

育山 了 市 長 飯 塚 市

坂田亀 次 郎 理Y 育 長 遠賀郡遠賀町

中尾 荘兵衛 公民館長 福岡市香椎公民館

志鶴幸弘 社会教育課長 福岡市教育委員会

吉瀬純一 社会教育主幹 久留米市教育委員会

友添 修 館 長 大牟田市公民館

北原信幸 社会教育課長 北九州市教育委員会

坂本毅平 公民館長 戸 畑中央 公 民 館

野沢 静治 社会教育課長 飯塚市教育委員会

原 勇 公民館長 甘木市公民館

山中 募 社会教育課長 行橋市教育委員会

米 谷 稔 申央公民館長 豊前市中央公民館

菊池 勝 公民館長 申闇市公民館

井 原信一 申央公民館長 大野減市申央公民館

武藤久雄 社会教育課長 筑紫野市教育委員会

井上 馨 申央公民館長 那珂川町中央公民館

桑野 勇 社会教育主事 玄海町教育委員会

久家貞美 公民館長 稲築町公民館

大山 初男 浮羽町社教主事 浮羽町教育委員会

川 村利 雄 公民館長 大木町公民館

高橋新市 1/ 三矯町公民館

高 玄貞之 。 香春町公民館

百富勝昌 1/ 苅田中央公民館

松 玄 二 一 築上郡公連会長 吉富町公民館長

毛利三郎 所 長 県教育庁粕屋出張所

備 考
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l階字面図

耐和 46年度新築公民館の状況

筑紫野市中央公民館

施設名

建物延面積

工期

筑紫野市中央公民館

1. 7 6 7耐

着工昭和46年 10月 15日

竣工昭和 47年 3月 31日

総工事費 94，000，000円

2階平面図

聞
－ 60 －



山田市熊ク畑公民館

施 設 名 山岡市熊ケ畑公民館

建物延面積 540柑

(1階 }

工 期着工昭和 46年 10年 23日

回 綾工昭和 47年 s年 31日

テ
総工事費 36.794.000円

ポー チ

( 2附)

綱 霊

研 修 室|会掻室
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頴 田

ピ胴 . ， 

.. . " 

町 /.¥ 
品品、 民 館

施 設名 頴田町中央公民館

建物延面積 1，034耐

工 期 着 工 昭 和46年 11年 20日

竣工 昭和 47年 s年 31日

総 工 事 費 60，452，000門

大 防 緩 竃

視." .. 
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( I階 )

飯 塚市幸袋公民館

施設名 飯縁市幸袋公民館

建物延面積 819耐

工 期着工昭和46年 11年 6日

竣工昭和 47年 8年 80日

総工事費 88.161， 000円

( 2階〉

田理興奮雪量

研修室
大研修蜜
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志摩町東部公民館

施設名 志摩町桜野公民館

建物延面積 378m' 

工 期着工昭和 46年 8月24日

竣工昭和 46年 12月 10日

総工事費 12，648，247門
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浮羽町公民館

*設 名 浮羽町公民館

建物延面積 366耐

工 期着工昭和46年 10月 1日

竣工昭和 47年 2月20日

総 工事 費 14，950，000円

III 
物置 沸

宅

WC 

l茶甲
水

時

l 肉 、，1¥ >程

手U 室 薄日 軍 4世v 習 電

4 事 務 室

111111111111 11111 
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大蔵公民館(幼稚園併設)

施 設 名 北九州市立大蔵公民館

建物延面積 600111' 

工 期 着 工 昭 和47年 4月 10日

竣 工昭 和 47年 11月 30日

総工 事費 31.50 O. 000円

( 2陪 )

( 8階}

会 嘩 宣 c 調理教室
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昭和 47年度に建設された公民館

番号 市町村名 施設の名称 構造 延面積 工 期 総工事費 備 考

開a
着工 47. 9. 1 35，0千O円O 1 北九州市 北九州市立曾線公民館 鉄筋 689 48. 3.31 

2 " 
北九州市立 m 693 

47. 9 1 
37，600 

大里東部公民館 48 3. 31 

s " 北九州市立熊西公民館 " 606 
47. 7 1 

33，000 48 2. 20 

4 飯島草市 事E 田 a:- 民 館 " 805 
47. 10. 1 40，535 48. 3. 31 

5 宗像町
宗像町立

" 528 
47. 5. 1 26，120 

自由ヶ丘公民館 47.11.30 

6 津屋崎町 津屋崎町立中央公民館 " 820 
47. 7. 20 

53，055 48. 2. 20 

7 吉井町 吉井町中央公民館 " 1，200 
47. 7. 15 

76，476 47. 12. 25 

8 田主丸町 田主丸町中央公民館 " 1，230 
47. 8. 

66，040 48 3. 31 

9 上陽町 上陽町中央公民館 " 676 
47. 7. 5 

51，406 47. 12. 28 

10 瀬高町 ~t a:- 民 館 鉄骨 415 47. 10. l 16，000 48. 2. 20 

11 大任町 大任町中央公民館 鉄筋 1，828 
47. 9 l 

75，000 48. 3. 20 

12 方波町 方城町中央公民館 " 1，075 
47 8. 25 

61，910 48 2. 25 
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公民館施設設備費国庫補助金の増勢

(単位 千 円 )

年渡別 b首 設 費 補 助 設 備費 補 助

(昭和) 館数 縞 助 金 補 助 金 館 数 補 助金

25 - 4.286 18.776 

26 15 3.600 Y2 240 4.270 18.616 

27 24 6.200 〆〆 258 4.287 18.160 

28 32 6.600 YLt s 206 5.615 21.039 

29 40 7.250 181 1.031 14.202 

30 39 6.800 11 174 678 11.250 

31 37 6.600 〆ノ 178 389 11.250 

32 42 7.950 λY 189 341 11.250 

33 32 8.000 λY 250 355 12.000 

34 33 12.200 λY 369 353 11.360 

35 35 34.000 λγ 971 514 18.145 

36 83 77. 900 11 938 518 18.771 

37 107 104.300 λγ 975 435 19.978 

38 118 118.000 /ノ 1.000 455 21.690 

39 100 156.000 4段 階 最高 1， 560 383 19.690 

40 127 187.250 250万・最低 100万 1.474 210 33.083 

41 145 266.900 1.840 252 17. 197 

42 127 315.400 2.480 259 22.536 

43 128 .3 5 9. 200 2.800 307 24.086 

44 133 329.200 2.470 302 22.687 

45 188 402.600 2.140 293 25.328 

46 254 1.014.800 3.995 

47 354 1.425.200 4.591 

48 2.95 0.000 

昭和48年度公民館施設整備費国庫補助金配分基準表

抱 設 規 模 補助金額 施 設 規 t英 補 助金額

330州単と 40 (1'"未満 3.100 
干円 1.35 ()m'以上-1.400州沖調 11.600 千円

400 11 -450 11 3.600 1，400 1/ -1.450 11 12.100 

4 5 0 // -5 0 0 11 4.000 1.450 ノ'1-1.500 11 12.500 

500 11 -550 11 4.400 1， 50 0 11 -1.550 11 12.900 

550 11 -600 11 4.800 1.550 "_1.600 〆ノ 13.300 

600 11 -650 11 5.300 1.600 11-1.650 11 13.800 

650 11 -700 11 5.700 1.650 グ _1.700 11 14.200 

700 11 -750 11 6.100 1.700 が _1.750 λy 14.600 

750 11 -800 11 6.500 1.750 11 _1.800 11 15.000 

800 11 -850 11 7.000 
850 11 -900 11 7.400 
900 11 -950 11 7.800 
950 /，-1.000 11 8.200 

1.000 庁-1.050 11 8.700 
1.050 /，-1.100 11 9.100 
1.100 /1-1.150 11 9.500 
1.150 /1-1.200 11 9.900 
1.200 /1-1.250 λy 1 0.400 
1.250 λ..-.1.300 1/ 10.800 
1.300 λ..-.1.350 11 1 1.200 
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公民館建築費県費補助金の推移(昭 30-47年度)

館 数 1館当りの額 総 額

⑥+① 

本 分 本 分 本 分 備 考

5十

館 館 館 館 館 館

3 0 1 7 
千円 千円 千円 千円 千円
100 1，700 1，700 

3 1 1 3 100 1，300 1，300 

3 2 2 0 100 2，000 2，000 

3 3 30 100 3，000 3，000 

3 4 3 0 100 3，000 3，000 

3 5 2 4 100 2，400 2，400 

3 6 3 2 5 500 100 1，500 2，500 4，000 国庫補助を受けた、
市町村に県聖堂補助を

3 7 4 2 6 500 100 2，000 2，600 4，600 
行ない従来の10万を
分館補助とした。

3 8 3 2 6 500 100 1，500 2，600 4，100 

39 3 2 6 500 100 1，500 2，600 4，100 

4 0 2 2 6 500 100 1，000 2，600 3，600 

4 1 8 2 4 500 100 4，000 2，400 6，400 

4 2 9 2 5 500 100 4，500 2，500 7，000 

4 3 4 2 2 500 100 2，000 2，200 4，200 

4 4 5 1 9 500 100 2，500 1，900 4，400 

4 5 4 2 6 500 100 2，000 2，600 4，600 

4 6 6 2 7 1，000 200 6，000 5，400 1 1，400 額が 2倍になる

4 7 1 2 27 1，000 200 12，000 5，400 17，400 
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公立公民館 〈分館〉建設費県費補助 金 交 付 要 綱

1 目的

地域V<:j:;、ける社会教育の振興を図るため、市町村が設置し、国庫補助対象とならない公民館

(以下「小規模公民館」という。)令よび社会教育法第 42条K基づく公民館類似施設(以下

「類似公民館 」という。)の建設に要する経費の一部を予算の範囲内 K晶、いて補助する。

2 補助事業 者

市町村

3 補助対象事業

(1) 市町村が設置し、管理する小規模公民館建設事業で次の各号K該当する事業。

(ィ)当該年度中K完工するものであるとと。

(ロ)建築延面積が 100冊以上である ζ と。

ゃう原則として新築であるこ と。

(2) 上記(1 )の各号K該当する類似公民館建設に対する市町村の補助事業。

4 補助対象経費

(1) 小規模公民館建設事業

本工事むよび電気、給排水等の附帯工事費

( 2) 類似公民館建設補助事業

当該補助金

5 補助金の額

(1) 小規模公民館建設事業 定額

(2) 類似公民館建設補助事業

当該補助金の 2分の lV<:相当する額似内の定額
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OQ西宮B:fiヌ
福岡市中央区警固2丁目 13・20TEL73・2211

青い空には鳥たちの群れ

青い海には魚たちの群れ

青い炎には、人びとの集まり

自然と人間はいつまても

手をとりあっていこう

西部ガスの変わらぬ願いは

「人間と環境」の調和を

考えつづけることて戸れ

(弓(まえみ(芯愛 | 

いま、私たちが忘れかけているもの

それは ほほえみ

い車、私たちが取りもど'したいもの

それは 一一一愛

ほほえみは人間E人聞のかけはし

ほほえみは大きな大畠な愛のしるし

ほほえみをひとりでも多〈の人に

事しのなかに少しでもほほえみをーー ..・

それがにLぎんの晶画、、です

ニれからも皆さまのお役に立つ銀行を

めぎしていっそう努力いたします。

東京から鹿児島までのサービスネット

-・.~1:1lヨiiLZ:ZE---



コ カ :l - ~ C :l- ?Il TI.. C・S・c初旭町内川個師廿

ああ、このひととき
コークの世界

日米コカ・コーラポトリング株式会社
削CHIB日COCA-CDlABDTTlING CO_. lTD. (コカ ・コーラ指定会社〉
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撮りま
機動力のナショナルポータブルビデオ

〈録画・再生〉

再 生画像が即座に見られます。

記念行事や対抗，~合もパ y チリ録iilli o ~見限や焼き付けイ、;~.

いつで も好き♀ときに再生し てむ楽しみいた疋ける

1'1;川、コン パ クトで、紫半く掛りまくる ポ タブル ビデ オが

8ミリや16ミリにないユニーク な魅力で登均 しました。

まと、 一自置の ど'Fオとしてテレビl酢Hlσ)，よl両・ tlJ'lはιらろ

ん、カラ ー アダプ タ を 1~品売すれば、カ ラーピデオに も寺 9

という寸ばらしい機f向。小形(j:が らも、ビデ オのもつ jべて

の機能をそなえとや小さ告側きもの‘ で j'。

抜書草の機働性

軽々と日にかけて絞り体を追 う。 すぼらし い機動力です。m
i!lJ技術のズームレンズが高度 な映像テクニ y クを I! fíf~ に L ま j ' ，

即時再生の魅力

ポ タプルビデオは録画 しん ι仰を l!111'¥‘に1
'
1'10. ~ ミリ ャカ

メラと違って背も!日!日寺に収録. 1'. ~ I: l!!ij川1:立ビデオカ メラの ピ

ューファインダーで 見 られま寸 。 また別記り の HFコノパー

タを』産続すれば、ご家庭のテ レビにI1け してご・むいたどけま寸

や鮮明画像今

ヘッドに凶際持J午の 〈ホ ッ トプ レスフ J ライ 1-) を仰 って耐

j明粍性は紘i拝。し かも驚 くほどI止か命。

るノ• 

小形で軽量、
持ち運びに便利です
ビデオカメラは高感度マイク付き

カメラの本体に市!事度のマイクを内雌し、 i快

f~ と I IiJ tL~ I": r"i" jli も ~H止 し ま寸 。

ポータブルではじめて、

カラー録画再生ができます。

e早川 カラアー ダプ ター (N V -A 610);11'，''') を被統すれば、

テ レビのカ ラ一 昨Hlの録{I!lj・内生、カ ラー の'*1岨テープの

1
'
1'1ーなどカ ラー ピテJオに 1，1.f干りしま十。

ポー タ プルビデオではナ ンヨ ナルどけの1 IIIi ml (I'~ 主システム

です 。

/ 映像おふ広三一二日立;

竪望#翠~#I6， 1ポ
松下電器産業株式会社

九州特機営業所
福岡市博 多区冷泉町凶醤 卜七号 TEL (27) 1131 




